
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

元朝探馬赤の名称について（前篇）

片山, 共夫

https://doi.org/10.15017/25817

出版情報：九州大学東洋史論集. 32, pp.194-221, 2004-04-30. 九州大学文学部東洋史研究会
バージョン：
権利関係：



モ
ン
ゴ
ル
帝
国
で
は
、
各
方
面
に
お
け
る
征
服
の
為
に
、
前
線
に
各
方
面
統
治
鎮
守
軍
団
と
も
い
ふ
べ
き
軍
隊
を
派
遣
し
て
、
征
服
戦
争

を
遂
行
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
征
服
の
最
前
線
に
派
遣
さ
れ
た
鎮
守
軍
団
を

「探
馬
赤
軍
」
と
い
い
、
そ
の
長
官
を

「
探
馬
赤
」
と
い
っ
た
。

「探
馬
赤
」
と

「探
馬
」

の
語
は
混
用
さ
れ
、
「探
馬
軍
」
が

「探
馬
赤
軍
」
の
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
『
元
朝
秘
史
』
に
,
　
　

(
　

は
先
鋒
ま
た
は
前
鋒
の
義
)
と
見
え
る
の
が
早
く
、
ラ
シ
ー
ド
で
は
　

(探
馬

《
赤
軍
》
司
令

官
の
義
)
と
見
え
る

。

探
馬
赤
軍
が
、
征
服
戦
争
を
遂
行
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
戦
線

の
拡
大

・
発
展
に
伴
い
、
必
然
的
に
占
領
地
に
対
す

る
物
資
の
調
達
、
課

税
、
法
令
の
発
布
、
刑
罰
権
の
行
使
な
ど
の
行
政
権
限
を
も
必
要
と
す
る
が
、
事
は
緊
急
で
し
か
も
本
土
を
遠
く
離
れ

て
い
る
た
め
、

一
々

に
本
土
の
カ
ガ
ン
　

に
お
伺
い
を
た
て
る
こ
と
が
、
当
時

の
交
通
通
信
事
情
で
は
不
可
能
な

の
で
、
軍
司
令
官
に
は
全
権
が
与
え
ら
れ
、

専
断
後
聞
の
便
宜
行
事
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
便
宜
行
事
権
を
保
証
す
る
も
の
が
、
印
章

(
　

)
と
璽
書

(執
把
聖
旨
)

で
あ

っ
た
。
ジ

ュ
ワ
イ

ニ
ー
の
歴
史
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

。

序

片

山

共

夫

元

朝

探

馬

赤

の

名

称

に

つ

い

て

(
前

篇

)

研
究

ノ
ー
ト



探
馬
赤
軍
長
官
の
便
宜
行
事
権
と
印
章
　

璽
書
と
は
、
不
可
分
の
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
右
に
引
用
し
た
例
は
、
探
馬
赤
長

官
に
与
え
ら
れ
た
便
宜
行
事
権

の
分
与
の
例
で
あ
る
。
ま
た
探
馬
赤
長
官
に
軍
事
指
揮
権
の
み
な
ら
ず
、
行
政
権
限
が
在

っ
た
こ
と
に
関
し

て
は
、
デ

ル
フ
ァ
ー
の
引
く
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
歴
史
家
ア
ル
・
ア
ー
リ
ー
の

『
シ
ャ
イ
ク
・ウ
バ
イ
ス
の
歴
史
』
の

一
節
に
次
の
よ
う
に

あ
る
。
流

動
す
る
王
国
の
領
土
の
管
理
人
で
あ

っ
た
　

は
、
ま
た
植
民
地
総
督
自
体
で
あ

っ
た
。

探
馬
赤
長
官
は
、
軍
司
令
官
で
あ
る
と
同
時
に
、
征
服
に
伴

っ
て
「流
動
す
る
王
国
の
」
領
土
の
管
理
人
で
あ
り
、
ま
た
植
民
地
総
督

(行

政
長
官
)
自
体
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
漢
地
で
活
躍
し
た
探
馬
赤
長
官
が
、
「行
省
」

「都
行
省
」
の
名
で
呼
ば
れ

た
理
由
も
、
こ
こ
に

あ

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
要
は
、
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
便
宜
行
事
権

の
表
現
で
あ

っ
た
。
こ
の
便
宜
行
事
権

は
、
王
権
に
よ

っ
て

イ

ス
ラ

ム
暦

六

一
七

年

ラ

ビ

ア

↓
月

(
一
二

二
〇

年

五

月
)
の
初

め

、

ジ

ェ
ベ

と

ス
ベ

エ
テ

イ

の
兵

は

、

ニ
ー

シ

ャ
プ

ー

ル
前

方

に

到

着

し

た
。

そ

し

て

コ
ラ

ッ
サ

ン

の
官

吏

と
有

力
者

(。。
鋤
母

し。
)

で
あ

る
　

　
ら

に

使

者

を
遣

わ

し

て
、

服

従

し

、

開

城

し

て

、

糧

草

及

び
食

糧

を

供

応

す

る

よ

う

召

喚

し

た
。

彼

ら

は

、

群

衆

の
中

か

ら

三

人

の

使
節

を

ジ

ェ
ベ

の
も

と

に
派

遣

し
、

貢
ぎ

物

と

贈

り

物

を

も

た

ら

し

て
、

服

従

の
外

交

辞

令

を

述

べ
た

。

ジ

ェ
ベ

は

、

彼

ら

に
勧

告

し

て
、

彼

ら

は

抵

抗

や

敵

意

を

避

け

る

べ

き

だ

、

蒙

古

人

或

い

は
大

蒙

古

国

(
モ

ン
ゴ

ル
)

の
使

者

が

到

着

す

れ
ば

、

何

時

で

も

そ
れ

を
歓

迎

す

べ

き

で
あ

っ
て
、

城

壁

の
堅

固

さ

や

民

衆

の
多

勢

に
頼

る

べ
き

で

は
な

い
、

そ

う

す

れ

ば

、

彼

ら

の

馬
や

財

産

は

、

無

傷

で
あ

り

え

よ

う

と

言

っ
た

。

そ

し

て

そ

の
愚

証

と

し

て

、

彼

ら

(
　

ー

彼

1ー
ジ

ェ
ベ

)

は

、

使

者

達

に

一
個

の
ウ

イ
グ

ル
字

の

タ

ム
ガ

(
　

)

と

一
通

の
チ

ン
ギ

ス

・
カ

ン

の
聖

旨

(
　

)
の
複

本

を

与

え

た
。

そ

の

〔
聖

旨

〕

の
要

旨

は
次

の
よ

う

で

あ

っ
た

。

「
エ
ミ

ー

ル
達

、

富
貴

の
者

達

と

多

く

の
民

衆

達

に
知

ら

し
め

る
。

…

日

の
昇

る
と

こ

ろ

か

ら

日

の
沈

む

処

ま

で
、

地

上

の
あ

り

と

あ

る
生

き

物

達

に

、

私

は

そ

れ

を

与

え

た
。

誰

で

あ

ろ

う

と

、

こ

の
ゆ

え

に
、

服
従

す

る
者

に

は

、

彼

に

、

彼

の
妻

達

に
、

子

供

達

に

そ

し

て
親

族

に

、

慈

悲

が

示

さ

れ

る

で

あ

ろ

う
、

し

か

し

服

従

し
な

い
も

の

に

は
、

誰

で

あ

ろ

う

と

、

彼

の
妻

達

、

子
供

達

そ

し

て
親

族

と

も

ど

も
す

べ

て

滅

ぼ

さ

れ

る
だ

ろ

う

」
。



表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が

(国
王
木
華
黎
、
親
王
闊
出
の
例
を
想
起
せ
よ
)、
王
権
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
場
合

は
、
探
馬
赤
長
官
よ

り
高
次
の
便
宜
行
事
権
で
あ

っ
た
か
ら
、
と
く
に
探
馬
赤
権
限
を
与
え
る
必
要
も
な
か

っ
た
し
、
(木
華
黎
の
場
合
に
は
探
馬
赤
長
官
で
は

あ

っ
て
も
)
と
く
に
探
馬
赤
を
も
っ
て
称
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

最
前
線
に
お
い
て
征
服
戦
争
を
遂
行
す
る
探
馬
赤
軍
は
、
犠
牲
が
大
き
く
消
耗
が
激
し
い
の
で
、
特
定

の
部
族
の
み

に
負
担
さ
せ
る
わ
け

に
は
行
か
ず
、
諸
部
族
か
ら

一
定
の
割
合

で

(例
え
ば
十
人
に
二
人
ず

つ
)
徴
兵
し
て
編
成
す
る
混
成
軍
団
に
な

っ
た

。
『
元
史
』
兵
志

に
、
探

馬
赤
軍
が

「諸
部
族
の
軍
な
り
」
と
言
わ
れ
る
所
以
は
、

こ
こ
に
あ

っ
た

。

探

馬
赤
軍
が
、
前
線
を
拡
大
発
展
さ
せ
る
に
当
た

っ
て
は
、
探
馬
赤
母
軍
団
よ
り
分
割
さ
れ
た
分
隊
が
、
新
た
な
る
方
面

へ
と
分
遣
さ
れ

た
。

そ
の
規
模
は
、
多
け
れ
ば
三

・
四
万

(ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
族

の
武
木
台
や
、
フ
シ
ン
部
族

の
塔
察
児
ら
の
場
合
)
に
及
ん
だ
が
、
三

・
四

千
程
度

を
単
位
と
し
た
中
隊
が
普
通
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
探
馬
赤
は
、
斥
候
部
隊
の
謂
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
生
ま
れ
た
が
、
こ

れ
は
誤
解
で
あ

っ
た

。
三
千
程
度
の
部
隊
が
、
探
馬
赤
軍
を
称
す
る
の
も
、
母
軍
団
の
性
格
を
分
与
さ
れ
、
便
宜
行
事
権
を
与
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ

っ
て
、
斥
候
部
隊
で
あ
る
か
ら
で
は
な

い
。

「探
馬
」
の
語
を
当
て
た
の
は
、
宋
代

の
類
似
の
例
を
典
故
と
し
て
引
い
た

ま
で

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
木
華
黎
蒼
毬
ご
は
、
承
制
権
限
を
以
て
東
平
厳
實
に
便
宜
行
事
権

(行
省
権
限
)
を
分
与
し
た
し
、
そ
の
子
の
李

羅

(
　

)
は
、
承
制
権
限
を
以
て
山
東
李
全
に
便
宜
行
事
権
(行
省
権
限
)
を
分
与
し
た
例
が
あ
る

。

こ
う
し
た
便
宜
行
事
権

の
分
与

は
、
印
章
璽
書
の
外
に
符
牌

(金
符
、
虎
頭
牌
)
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
元
都
経

『
陵
川
集
』
巻
三
二
、
立
政
議
に
、

先
皇
帝
初
践
寳
位
、
皆
以
為
致
治
主
、
不
世
出
也
。
既
而
下
令
、
鳩
括
符
璽
、
督
察
郵
傳
。
遣
使
四
出
、
究
核
樒
賦
、
以
求
民
痩
。
汚

吏
濫
費
、
黙
責
殆
遍
。
其
願
治
之
心
、
亦
切
也
。

と
あ
る
。
文
中

「符
璽
を
鳩
括
す
」
と
は
、
フ
ビ
ラ
イ
が
即
位
し
て
間
も
な
く
、
従
前
に
諸
将
に
与
え
た
便
宜
行
事
権
を
回
収
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
探
馬
赤
軍
は
、
先
鋒
部
隊
で
あ
る
に
は
違

い
な
い
が
、
戦
場
の
敵
に
臨
ん
で
波
状
攻
撃
の
第

一
陣
を
担
当
す
る
、
換
言
す
れ
ば

墾
や
斧
の
役
割
を
果
た
す
戦
術
的
な
前
鋒
で
は
な
く
、

モ
ン
ゴ
ル
宮
廷
の
カ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
先
鋒
、
換
言
す
れ
ば
各
方
面
の
鎮

守
軍
団
の
謂
に
外
な
ら
な
い

。
『
道
園
類
稿
』
巻
四
二
、
彰
城
郡
侯
劉
公
神
道
碑
に



探
馬
軍
者
、
昔
國
人
之
兵
留
戌
漢
地
者
也
。

と
あ

る
の
は
、
探
馬
軍

(探
馬
赤
軍
、
探
馬
赤
の
語
は
、
漢
南
人
の
耳
に
は

「探
馬
」
と
聞

こ
え
た
の
で
あ
ろ
う
)
が
、
戦
略
的
先
鋒
部
隊

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

探
馬
赤
軍
籍
は
、
乙
未

の
歳

(太
宗
七
年
、

一
二
三
五
)、
壬
子
歳

(
一
二
五
二
、
憲
宗
二
年
)

の
両
年
に
わ
た

っ
て
別
戸
附
籍
せ
ら
れ

た
。

そ
の
こ
と
は
、
『
元
典
章
』
巻

一
七
、
籍
冊
条
、
至
元
八
年
五
月
の
日
付
あ
る
文
書
中
に
見
え
る
。

こ
れ
ら
探
馬
赤
軍
籍
に
属
す
る
探

馬
赤

軍
戸
の
中
に
は
、
壬
寅

(
一
二
四
二
、
脱
列
寄
那
監
国
元
年
)
、
甲
寅

(
一
二
五
四
、
憲
宗
四
年
)
両
次
余
軍
の
際
に
編
成
替
え
と
な

り
、
各

々
萬
戸
(鎮
守
萬
戸
、
征
行
萬
戸
)
の
摩
下
に
従

っ
た
も
の
も
あ
り
、
乙
卯
歳

(
=

孟

五
、
憲
宗
五
年
)
に
民
籍

に
編
入
さ
れ
た
も
の

も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る

(『
元
史
』
巻
九
八
、
兵
制
条
)。
け
れ
ど
も
彼
ら
が
曾
て
探
馬
赤
軍
籍
に
属
し
た
と
い
う
事
実
が
消
え
る
こ
と
は

な
く
、
探
馬
赤
軍
の
名
称
は
、
彼
ら
に
付
随
し
て
残

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
探
馬
赤
軍
部
将
の
主
な
者
に
は
、
探
馬
赤
軍
籍
の
制
定
と
表
裏
し

て
食

邑
が
与
え
ら
れ
、
投
下
領
主
と
し
て
の
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
の
が
、
通
例
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
『
元
史
』
食
貨
歳
賜
の
条
に
、

同
八
年
丙
申
歳
、
及
び
壬
子
歳
、
そ
の
他
稀
に
丁
巳
歳

(
一
二
五
七
、
憲
宗
七
年
)
に
食
邑

(五
戸
綜
)
を
分
機

(分
地
分
民
)
さ
れ
た
探

馬
赤
部

将
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
元
朝

の
食
邑
は
、
単
な
る
食
邑
で
は
な
く
、
封
建
領
と
し
て
の
性
格
を
残
存

し
て

い
て
、
投
下
領
主
は
、
食
邑
の
あ
る
都
市
の
行
政
長
官

(副
長
官
以
下
に
限
定
さ
れ
た
時
期
も
あ
る
)
を
任
免
す

る
権
限
を
有
し
て
い

た

。
従

っ
て
探
馬
赤
長
官
が
投
下
領
主
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
探
馬
赤
部
将
摩
下
の
軍
は
、
領
主
の
食
邑
の
あ

る
地
方
に
奥
魯

(本

拠
地
、
兵
士
ら
の
家
族
の
居
留
地
)
を
、
時
に
は
鎮
守
地
を
も
有

っ
て
い
た

。

こ
う
し
た
探
馬
赤
軍
籍
及
び
探
馬
赤
軍
の
本
拠
地

(奥
魯
)
の
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
札
刺
亦
児
、
兀
魯
兀
揚
、
忙
兀
楊
、

亦
乞

列
思
、
弘
吉
刺
の
五
投
下
探
馬
赤
軍
、
按
察
児
、
李
魯
、
肖
乃
台

(笑
乃
鵤
)、
怯
烈
台
、
闊
闊
不
花
、
不
里
海
抜
都
児
の
所
謂
探
馬

赤
五
部

将
の
外
に
、
ウ
リ
ャ
ン
カ
ン

(
兀
理
養
牢
、
　

)
探
馬
赤
軍
、
サ

ル
ジ
ウ
ト
(散
市
兀
場
、
　

)
探
馬
赤
軍
、
タ
タ

ー

ル

(苔
苔
児
、
　

)
部
族
探
馬
赤
軍
、
ア
ス
(阿
速
、
　

)
探
馬
赤
軍
、
カ
ル
ル
ッ
ク
(恰
刺
魯
、
　

)探
馬
赤
軍
、
キ
プ
チ

ャ
ク

(欽
察
、
　

)
探
馬
赤
軍
と
も
言
う
べ
き
各
部
族
探
馬
赤
軍
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
ジ

ャ
ラ
イ

ル
の
木
華
黎
に
は
、



チ

ン
ギ

ス

・
カ

ン

の
十

三

年

(
一
二

一
八

)
、

チ

ン
ギ

ス

・
カ

ン
か

ら

中

国

経

略

を

委

任

さ

れ

た

木

華

黎

(
　

)

は
、
ジ

ャ
ラ

イ

ル
、

モ

ン

ク

ト
、

ウ

ル
ウ

ト

、

オ

ン
ギ

ラ

ト

、

イ

キ

レ

ス

の
五

投

下

の
軍

を

含

む
左

翼

約

六
萬

の
軍

団

を

率

い

て
、

中

国

経

略

に
着

手

し

た

。

死

の
摩

下

に
あ

っ
て
戦

術

的

な

先

鋒

と

し

て
活

躍

し

た

の
が

、
所

謂
探

馬
赤

五

部

将

の
軍

団

で

あ

っ
た
。
所

謂
探

馬

赤

五

部

将

と

は

、
按

察

児

、

闊

闊

不
花

、

不

里

海

抜

都

児

(李

羅

海

抜

都

児

、
　

)

、

窟

里

鵤

(
怯

烈

台

、
　

)
、

肖

乃

台

(笑

乃

解

、
　

号

一
)
、

李

羅

(
　

)
を

指

し

て

言

う

が

(ど

の

五

人
を

指

す

か

は

史

料

に
よ

っ
て
違

い
が

あ

る

。

こ

の
中

で
、

太

宗

丙

申

の
歳

(
太

宗

・

年

、

一
二

三

六
)

に

平

陽

、

太

原

に

鎮

守

地

を

与

え

ら

れ

た
拓
跋

氏

出

身

の
按

察

児

は

、

一
二

一
九

年

に

は

、

一
旦
北

還

し

た

国

王

木

華

勧

一

先

鋒

使

者

彼
に
分
封
さ
れ
た
直
属
千
戸
が
、
そ
の
弟

の
帯
孫
に
は
帯
孫
自
身
に
従
う
直
属
千
戸
が
あ

っ
た
よ
う
に

、
各
方
面
統
治
鎮
守
軍
団
に
属

す
る
各
部
族
部
将
直
属
元
従
の
千
戸
集
団
を
中
核
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
部
将
の
子
孫
に
世
襲
さ
れ
て
、

こ
れ
も
ま
た
探
馬
赤

軍
団
に
外
な
ら
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
探
馬
赤
軍
理
解
の
構
想
は
、
既
に
護
雅
夫
に
あ

っ
た

。
各
部
族

探
馬
赤
軍
そ
れ
ぞ
れ

に
、

五
部
探
馬
赤
軍
に
類
す
る
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
に
は
従
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
深

い
洞
察
で
あ

っ
た
と

田

。

本
稿
に
お
い
て
、
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
探
馬
赤
が
、
使
者
の
義
を
有
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
　

に
対
す

る
漢
訳
語
で
あ
り
、

探
馬
赤
に
与
え
ら
れ
る
便
宜
行
事
権
、
す
な
わ
ち
全
権
委
任

の
表
現
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
淵
源
は
漢
代

の
西
域
護
使
者

(即
ち
西
域
都
護
)

に
求

め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
同
じ
便
宜
行
事
権
が
、
漢
地
に
あ

っ
て
は
北
魏
の
制
度
に
淵
源
を
有
す
る

「行
省
」
な
る
語
で
表
現
さ
れ
る
こ

と
も
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
、
従

っ
て
探
馬
赤
軍
が

「行
省
」
の
語
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も

エ
へ
・
モ
ン
ゴ
ル
国
時
代
に
は
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
、

こ
の
二
点
で
あ
る
。
各
部
族
探
馬
赤
軍
に
つ
い
て
は
、
続
稿

「探
馬
赤
軍
拾
遺
」
に
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

の
な

い
探
馬
赤
軍

団
を
中
心
に
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。



に
代
わ

っ
て
、
前
鋒
総
帥
と
な
り
、
指
摩
を
代
行
し
た
こ
と
も
あ
る

(『
元
史
』
巻

一
二
二
、
本
伝
)。
そ
う
し
た
按
察
児
の
先
鋒
と
し
て
の

任
務
に

つ
い
て
、
虞
集
は
そ
の
先
螢
碑
銘
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

。

昔
木
華
黎
國
王
、
我
國
家
鷹
揚
之
尚
父
也
。
與
博
爾
市
分
左
右
羽
翼
。
天
子
討
萬
國
、
而
按
札
児
率
所
部
兵
、
為
之
前
鋒
、
號
先
鋒
使

幽
燕
遼
螢
者
。
齊

・
魯

・
趙

・
韓

・
魏
既
下
、
及
降
河
中
府
、
歳
己
卯
國
王
北
還
。
按
札
児
留
鎮
太
原
、
囁
行
國
王
之
事
。

按
察

児
は
、
「先
鋒
使
幽
燕
遼
営
者
」
と
號
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
幽
州

・
燕
、
遼

・
営
州

(遼
西
)
の
方
面
の
征
服
統
治
に

使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
先
鋒
部
隊
と

い
う
意
味

の
官
名
で
、
先
鋒
-
使
者
と
も
言
う
べ
く
、
漢
代
の
西
域
使
者

(西
域
都
護
の
前
身
)
に

そ
の
祖
型
が
あ
る
。
祖
型
と
い
う
の
は
、
辺
境

(征
服
の
前
線
)
に
派
遣
さ
れ
て
便
宜
行
事
権
を
有
し
、
行
政
権
と
軍
事
指
揮
権
を
併
せ
行

使
す

る
権
限
を
も

っ
た

「使
者
」

の
先
例
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

「使
者
」
の
先
例
は
、
漢
代
の
西
域
護

使
者
を
嗜
矢
と
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
唐
代
の
ト
ル
コ
語
碑
文
に
見
え
る
よ
う
に
、
使
者
は
、
遅
く
と
も
唐
代
以
降
北
方
遊
牧
民
の
間
で
　

と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
が

、
そ
の
事
実
に
依
拠
す
れ
ば
、
按
察
児
の
神
道
碑
に
見
え
る

「先
鋒
使
者
」
の
語
は
、
『
元
朝
秘
史
』
に
お
け
る

探
馬
赤
軍
に
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
の
表
現
　

(
「阿
勒
斤
臣

探
馬
臣
」
琶
.
)
、
に
正
し
く
対
応

し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
『
元
朝
秘
史
』
巻

一
二
、
第
二
七
三
節
に

(小
沢
重
男
訳

『
元
朝
秘
史
全
釈
』
続
孜
下
、
ｐ
4
6
9)
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
こ
こ
に
ア
ル
タ
ン
汗
を
誌
滅
し
て

小
間
使
い
の
名
を
与
え

金
銀

金
綜
の

模
様
の
つ
い
た
絹
布

　
財
物

馬
匹

召
使
達
を
彼
ら
の

掠
取
し
て

先
遣

タ
ン
マ
チ
軍
を
置
い
て
南
京

　
北
京

【中
都
】
各
処
に

城
塞
に

ダ
ル
ガ
チ
を

置
い
て

平
和

裡
に

帰
り

　
カ

ラ

・
コ
ル

ム

に

下

馬

し

た

。



明
の
史
官
の
傍
訳
で
は
、
　

に
対
し
て

「頭
哨

官
名
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
明
の
史
官
も
ま
た
宋
代
の
偵
察
部
隊
を

意
味

す
る

「探
馬
」
を
年
頭
に
置

い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
巴
皇
コ9
が

『
元
史
』
に
見
え
る
先
鋒
、
ま
た
は
前
鋒

に
対
す
る
訳
語
で
あ

る
と
解
し
て
問
題
は
な
い
か
ら
、
　

は
、
使
者
に
相
当
す
る
語
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

元
朝
期
に

「探
馬
赤

(探
馬
)」

の
語
を
使
者

の
義
に
用
い
て
い
る
例
が
、
あ
る
。
朱
徳
潤

『
存
復
齋
集
』
巻
六
に
見
え
る
、
「朱
氏
族

譜
序

」
に

(元
朱
徳
潤

『
存
復
齋
集
』
巻
六
、
朱
氏
族
譜
傳
序
)

曾
祖
大
有
字
磨
之
。
性
厳
毅
、
錐
盛
暑
冠
帯
不
襯
。
景
定
中
游
藝
郷
校
。
赴
部
、
用
黄
甲
免
試
、
授
太
學
録
。
上
書

言
、
「方
今

(中
略
)
」。

書
上
。
賞
似
道
以
為
切
己
、
不
報
。
既
而
似
道
謂
日
、
汝
質
門
婿
也
、
何
言
事
若
此
。
公
答
日
、
某
口
質
魏
公
昌
朝
孫
婿
也
。
由
是
似

道
益
街
之
。
尭
謳
以
事
、
籍
其
家
、
送
大
理
寺
問
。
得
秘
書
家
鉱
翁
力
為
之
辮
、
遂
以
蹄
正
人
。
安
置
准
西
。
至
元
十
三
年
、
王
師
駐

准
陽
。
公
即
着
青
杉
、
乗
白
馬
、
径
詣
軍
前
。
伯
顔
丞
相
以
為
宋
探
馬
、
偉
引
至
前
。
公
具
言
、
似
道
誤
國
失
信
伎
害
忠
良
、
故
某
得

至
。
此
時
平
章
尤
公

〔阿
市
、
〉
冒
邑

亦
在
。
因
日
、
朱
某
宋
名
士
。
遂
堅
欲
爵
之
。
公
僻
以
仕
官
非
所
願
、
但
得
名
義
、
蹄
田
盧
足

矣。
南
服
既
定
。
丞
相
以
尤
平
章
至
呉
城
、
凡
宋
所
籍
朱
某
家
産
、
悉
還
之
。
由
是
頗
螢
業
為
隠
居
計
。

と
あ
る
。
朱
徳
潤
の
曾
祖
朱
大
有

(字
磨
之
)
は
、
宋
末
の
人
で
賞
似
道

の
姻
戚
で
あ

っ
た
が
、
賞
似
道

の
政
治
を
批
判
し
て
蟄
居
の
身
で

あ

っ
た
。
准
陽
に
荊
湖
行
省
長
官
伯
顔
が
駐
屯
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
、
青
杉

(書
生
服
)
を
身
に
纏

い
、
そ
の
大
本
営
を
訪
れ
て
拝
謁

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
伯
顔
は
、
彼
を

「探
馬
」
と
思
い
、
面
謁
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
「探
馬
」
は
、
頭
哨
、
斥
候
、
或

い
は
偵
察
部
隊
の
義
に
は
解
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
「使
者
」
と
し
か
解
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

「探
馬
」
と
あ

っ
て

「探
馬
赤
」
と
は

な
い
点
に
関
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
　

は
、
話
し
言
葉
で
は
、
、
　
,音
と
,
　
,音
が
脱
落
し
て
、
　

,
と
聞
こ
え
た
た
め
に
、

「赤
」
字
が
脱
落
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
体
に
使
者
が
、
そ
の
権
限
の
象
徴
と
し
て
印
章
を
携
行
す
る
の
は
、
唐
代
以
来
の
通
例
で
あ
っ
た
。
金
末
元
初
の
知
識
人
王
惲

の
述
べ

る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
唐
代
四
夷
に
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
際
に
は
、
使
者
は
、
必
ず
印
章
を
携
行
し
、
そ
の
印
章
に
は
、
「大
唐
入
某
國
之

印
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
王
惲

『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』
巻
九
七
、
12

a
に



唐
故
事
奉
使
四
夷
、
其
印
章
日
、
大
唐
入
某
國
之
印
。
(原
注

:
見
蜀
王
建
世
家
)
。

と
あ
る
。
唐
代
使
者
が
、
西
域

・
北
方
の
ト
ル
コ
人

(
突
厥
)
に
よ

っ
て
、
印
璽
官
　

と
呼
ば
れ
た
事
実

の
要
因
を
な
す
も
の
で
あ

ろ
う
。
唐
代
使
者
が
、
　

の
名
で
呼
ば
れ
た
点
に
関
し
て
は
、
既
に
　

を
は
じ
め
、
楊
志
玖
、
山
田
信
夫
ら
に
よ

っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る

(注
46
、
47
を
見
よ
。
ま
た
山
田
信
夫
「タ
ム
ガ

(印
章
)
雑
考
」
《『
ウ
イ
グ
ル
文
書
集
成
』
所
収
》)
。

元
代
各
方
面
の
征
服
統
治
に
あ
た
る
先
鋒

の
将
が

「使
者
」
と
称
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
祖
型
を
な
す
漢
代
西
域
護
使
者

(後
の
西
域
都
護
)

の
先
例
に
倣

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
使
者
が
唐
代
　

の
名
で
呼
ば
れ
た
た
め
に
元
代
の
先
鋒

の
将
は

「先
鋒
使
者
」
の
名
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
に
違

い
な

い
。

元
代
に
お
け
る
先
鋒
使
者
の
用
例
は
、
按
察
児

の
外
に
も
あ
る
。
『
元
史
』
巻

一
九
七
、
孝
行
、
郭
狗
狗
傳
に
よ
れ
ば
、
郭
狗
狗
は
、
平

陽
翼
城
縣
の
人
で
あ

っ
た
が
、
父
寧
は
、
「欽
察
先
鋒
使
首
領
官
」
で
あ

っ
た
と
い
う
。

父
寧
為
欽
察
先
鋒
使
首
領
官
、
戌
大
良
平
。
宋
将
史
大
尉
来
攻
、
夜
陥
大
良
平
。
寧
全
家
被
俘
、
史
将
殺
寧
、
狗
狗
五
歳
、
告
史
日
…

…

(中
略
)
即
以
騎
送
寧
。
寧
等
往
合
州
。

と
あ

る
。
郭
寧
は
、
漢
人
で
あ
る
が
、
欽
察
先
鋒
使
膝
下
の
文
書
行
政
を
執
務
す
る
習
吏

の
監
督
官
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
宋
軍
を
敵
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

エ
へ
・
モ
ン
ゴ

ル
国
時
代

の
末
期
、
モ
ン
ケ

・
カ
ー
ン
の
時
代
な
い
し
は
元
初
期
フ
ビ
ラ
イ
の
時
代

の
こ
と
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
欽
察

(
　

)
人
が
、
王
族
班
都
察

(
　

)
の
子
の
土
土
恰

(
　

)

の
下
に
聚
集

せ
ら
れ
て
、
欽
察
親

軍
衛

(親
軍
都
指
揮
使
司
)
と
な
る
の
は
、
至
元
二
十
年
代
の
こ
と
で
、
元
初
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
ま
と
ま

っ
た
大
軍
団
を
な
し
て
い
な
か

っ

た
。

班
都
察
は
、
約
百
人
の

一
隊
を
な
し
て
フ
ビ
ラ
イ
の
側
近
に
在

っ
た

。
そ
の
他
の
欽
察
人
も
ま
た
中
小
軍
団
を
為
し
て
、
蒙
古
部

将
、
そ
の
中
で
も
恐
ら
く
は
探
馬
赤
部
将

の
摩
下
に
従

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
恰
刺
火
者
(
　

)
の
子
の
完
者
都
は
、

那
州

の
役

(憲
宗
九
年
、

一
二
五
九
)
の
後
、
諸
王
合
必
赤
に
従
い
李
壇
の
討
伐
に
加
わ
り
、

つ
い
で
萬
戸
木
花
里

(タ

ン
グ
ー
ト
人
、
察
牢

の
子
、
『
元
史
』
巻

一
二
〇
)
に
従

っ
て
荊
南
を
攻
略
し
、
裏
陽
に
転
戦
し
、
つ
い
で
丞
相
阿
ボ
の
摩
下
に
入
り
、
嚢
奨

の
攻
略
に
従
事
し
、

伯
顔

の
帳
前
合
必
赤
軍
を
領
し
て
い
る

。
完
者
抜
都

(完
者
都
)
の
領
し
た
伯
顔
帳
前
の
合
必
赤
軍
と
は
、
カ
ー

ン
の
親
衛
た
る
箭
筒



士

(
　

)
に
類
す
る
も
の
で
、
合
必
赤

(
　

)
と
は
弓
弦
の
こ
と
で
あ
る
が

(
『
華
夷
訳
語
』
)
、
百
人
前
後
の
欽
察
小
隊
、
な
い
し
は

欽
察
小
隊
を
中
核
と
す
る
欽
察
部
隊
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
同
じ
く
欽
察
人
の
苫
徹
抜
都
児

(
　

)
は
、
太
宗
オ
ゴ
タ
イ
の

怯
酵

(宿
衛
)
出
身
で
阿
都
赤

(
　

)
で
あ

っ
た
が
、
後
に
ス
ベ

エ
テ
イ
に
従

っ
て
金
の
都
沐
京
を
攻
略
し
、
皇
子
闊
出

の
征
宋
に
ベ
ル
グ
テ
イ
の
子
の
諸
王
口
温
不
花

(
　

)
に
従

っ
て
戦

っ
た
。
そ
の
頃
苫
徹
抜
都
児
は
、
漸
く
百
戸

の
地
位
に
陞

進
し
た
と
い
う
。
フ
ビ
ラ
イ
の
即
位
の
後
、
郷
州

の
役
に
お
け
る
功
績
を
評
価
さ
れ
て
、
中
統
三
年
票
州
蒙
古
軍
萬
戸
を
授
け
ら
れ
、

つ
い

で
南

宋
攻
略
に
従
事
し
、
阿
乖
の
摩
下
に
入
っ
て
裏
陽
の
攻
略
に
従
い
、

つ
い
で
准
東
、
郷
州
、
源
州
に
転
戦
し
、
至

元
十
二

・
三
年
頃
に

は
、
准
東
に
在
り
、
源
州
総
管
府
達
魯
花
赤
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
四
年
に
は
、
北
方
の
叛
乱
の
鎮
圧
に
向
か
う
が
、

こ
れ
ら
の
履
歴
に
よ

れ
ば
、
明
ら
か
に
先
鋒
の
部
将
で
あ

っ
て
、
探
馬
赤
部
将
の
摩
下
の
欽
察
小
部
隊
を
中
核
と
し
て
発
展
し
来

っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る

。

郭
寧

の
従
事
し
た
欽
察
先
鋒
使
と
は
、
こ
れ
ら
両
者
と
同
様

の
欽
察
部
隊
の
指
揮
官
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
郭
寧
が
平
陽
の
人
で
あ

っ

た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
当
該
欽
察
先
鋒
使
は
、
平
陽
に
駐
屯
し
た
按
察
児
摩
下
に
配
属
さ
れ
た
探
馬
赤
軍
団
の

一
部
で
あ

っ
た
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

ま
た

『
陳
西
金
石
志
』
巻

二
七
、
2

a
、
棊
公
本
行
傳
に
よ
れ
ば
、
ド
レ
ゲ
ネ

(脱
列
格
捏
、
　

)
監
国
の
二
年

(
一
二
四
四
)
甲

辰
歳

の
春
、
玄
門
弘
教
白
雲
真
人
棊
志
遠
は
、
祖
庭
に
あ

っ
て
提
鮎
陳
西
教
事
の
職
に
あ

っ
た
が
、
陳
西
に
駐
屯
す
る
先
鋒
使
爽
谷
公
の
命

に
よ

っ
て
羅
天
大
酷
の
禮
を
設
け
た
と
い
う
.

甲
辰
春
先
鋒
使
爽
谷
公
就
祖
庭
設
羅
天
大
酷

ゼ

マ

と
あ

る
。
先
鋒
使
來
谷
公
と
は
、
「そ
の
先
遼
東
臨
漬
路
の
女
真
人
」
で
、
チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
の
佐
命
功
臣
千
夫
長

の

一
人
來
谷
通
住

の
こ

と
で
あ
る
。
漢
地
の
経
略
に
当
た

っ
て
は
、
招
討
使
と
な

っ
て
、
数
萬

の
兵
を
指
揮
し
、
ド
レ
ゲ
ネ
恰
敦
監
国
期
に
は
、
陵
西
路
行
省
兼
兵

馬
都

元
帥
の
職
に
あ

っ
た

。
こ
れ
は
、
前
田
直
典

の
行
省
分
類

「路

の
行
省
」
の
中
に
見
え
る

。
先
鋒
使
來
谷
公
が
、
ド
レ
ゲ
ネ
監

国
期
に
陳
西
方
面
の
鎮
守
軍
団
長
で
、
探
馬
赤
長
官
で
あ

っ
た
こ
と
、
間
違
い
な
い
。
探
馬
赤
長
官
に
与
え
ら
れ
る
便
宜
行
事
権
は
、
後
に

論
ず

る
如
く
、
「行
省
」
の
肩
書
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
路
の
行
省
に
便
宜
行
事
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
前
田
直
典



さ

て
そ
こ
で
探
馬
赤
部
将
を
使
者

の
名
で
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
典
故
と
し
て
、
漢
代
の
西
域
護
使
者

(西
域
都
護
)
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

漢

代
の
西
域
都
護

の
起
源
は
、
武
帝
期
試
師
将
軍
李
広
利
に
よ
る
大
宛
遠
征

(
B
C
1
0
4)
の
後
、
西
域

の
支
配
統
治

の
た
め
に
、
輪
毫

・
渠
摯

の
地
に

(後
に
は
亀
薙
の
西
方
烏
墾
)
に
置
か
れ
た

「使
者
校
尉
」
に
あ

っ
た

.

使
者
は
、
前
漢
末

の

「護
鄭
善
以
西
使
者
」

鄭
吉

の
例
に
よ

っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に

「護
ー
某
処
ー
使
者
」
即
ち
護
使
者
の
称
を
以
て
呼
ば
れ
、
校
尉
に
よ
っ
て
率

い
ら
れ
た
軍
隊
と
西

域
諸

国
の
兵
士
と
を
指
揮
し
て
、
西
域

の

「某
処
」
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
地
域

の
支
配
統
治
に
当
た
る
権
限
を
所
有

し
て
い
た

。
校
尉

は
、
後
に
戊
己
校
尉
と
な
り
、
護
使
者
は
、
鄭
吉
の
時

(宣
帝
時
代
)
天
山
の
南

(南
路
-
南
北
道
)
の
み
で
な
く
、

北

(北
路
-
史
料
に

は
北
道
と
見
え
る
)
を
も
併
せ
て
統
治
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
「都
護
」
を
號
稻
す
る
よ
う
に
な

っ
た

。

こ
う
し
た
経
緯
に
よ

れ
ば
、
漢
代
中
央
朝
廷
よ
り
西
域
に
派
遣
さ
れ
た
護
使
者
た
る
西
域
都
護
に
は
、
も
と
も
と
軍
隊
の
司
令
官
と
し
て
の
軍
事
指
揮
権
と
西
域

諸
国

の
覇
鷹
統
治
に
当
た
る
支
配
統
治
権

(西
域
諸
国
の
国
王
の
王
位
継
承
を
支
配
す
る
権
限
を
含
む
)
と
が
与
え

ら
れ
て
お
り

、
西

域
都
護
は
、
単
な
る
外
交
官
と
し
て
の
使
者

で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
西
域
都
護
の
こ
う
し
た
権
限
は
、
使
者
に
許
さ
れ
た

全
権
ー
便
宜
行
事
権
の
表
現
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
お
け
る
各
方
面
統
治
鎮
守
軍
団
で
あ
る
探
馬
赤

軍
の
司
令
官
に
与
え

ら
れ
た
権
限
昌
便
宜
行
事
権
と
類
似
し
て
い
た
た
め
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
各
方
面
統
治
鎮
守
軍
団
の
司
令
官
は
、
使
者

の
名
で
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
考
察
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る

。

以
上
の
考
察
に
よ

っ
て
、
『
元
朝
秘
史
』
に
見
え
る

「阿
勒
斤
赤

探
馬
赤
」

(
　

)
又

「阿
勒
斤
臣

探
馬
臣

(
　

　」
は
、
漢
語
の
先
鋒
使
者

(先
鋒
使
)
に
当
た
る
言
葉
で
あ
り
、
探
馬
赤
が
、
使
者
の
義
を
有
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
　

,
の
漢
音
訳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

二

漢

代

の

西

域

都

護

(
護

使

者

)



漢

代
護
使
者

(西
域
都
護
)
が
、
西
域
の
ト

ル
コ

・
モ
ン
ゴ
ル
系
諸
民
族
か
ら
　

の
名
で
呼
ば
れ
た
か
ど
う

か
に

つ
い
て
は
、
明

確
で
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
西
域
都
護
が
羅
魔
統
治
に
当
た
っ
て
印
章
を
行
使
し
、
あ
る
い
は
印
綬
を
用
い
た
こ
と

が
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『漢
書
』
巻
九
六
、
西
域
傳

に
よ
れ
ば
、
西
域
都
護
自
ら
が
、
印
綬
を
授
け
ら
れ
て
い
た
外
に
、

西
域
諸
国
の
王
侯
以
下
、
印
綬
を
授
け
ら
れ
た
者
、
通
計
三
百
七
十
六
人
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

。
ま
た
都
護
鄭
吉
は
、
烏
孫
右
大
将
に

降
嫁

し
た
公
主
鷹
夫
人
を
通
し
て
元
貴
靡
を
烏
孫
王
大
昆
彌
に
立
て
、
烏
就
屠
を
小
昆
彌
に
冊
立
し
て
印
綬
を
授
け
た

。
又
都
護
韓
室

は
、

元
貴
靡
の
子
星
靡
を
烏
孫
王
大
昆
彌
に
立
て
、
大
吏
、
大
禄
、
大
監
以
下
の
官
に
皆
金
印
紫
綬
を
授
け
て
、
大
昆
彌
を
補
佐
さ
せ
た
と

あ
る

。
漢
代
の
西
域
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
系
、
ト
ル
コ
系
諸
族
も

い
た
か
ら

、
西
域
都
護
が
、
漢
代
す
で
に
　

の
名
で
呼
ば
れ

た
可
能
性
は
あ
る
。
と
も
あ
れ
漢
代
に
使
者
が
、
北
辺
の
遊
牧
民
か
ら
　

の
名
で
呼
ば
れ
た
か
ど
う
か
は
、
判

明
で
は
な
い
。
け
れ

ど
も

そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
漢
代
の
西
域
護
使
者
が
、
元
代

の

「先
鋒
使
者

(
　

)」

の
祖
型
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
な
お
漢
代

の
西
域
都
護
に
任
ぜ
ら
れ
る
者
と
し
て
は
、
内
官
た
る
廊

(郎
)
官
出
身
者
が
多
い

。
こ
の
点

は
、
元
代

の
探
馬
赤

長
官

に
任
ぜ
ら
れ
る
者
が
、
元
代
の
内
官
た
る
怯
薛

出
身
者
で
あ
る
の
を
通
例
と
す
る
こ
と
と
同

一
類
型
を
な
す
。
漢
代
西
域
護
使
者
と
元

代
探
馬
赤
長
官

の
性
格
に
類
比
関
係
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

漢
代
以
降
の
中
国
王
朝
に
よ
る
西
域
経
営
を
見
る
に
、
酉
昔
、
五
胡
十
六
国
時
代
の
前
趙
、
後
涼
、
北
魏
を
経
て
唐

に
至
る
ま
で
、
い
ず

れ
も
漢
の
西
域
経
営

の
例
に
倣

っ
て

(支
配
の
強
弱
や
形
式
的
な
曲
折
は
あ
る
が
)
西
域
都
護
お
よ
び
そ
の
支
配
下
の
戊
己
校
尉
に
よ

っ
て

羅
鷹
統
治
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か

っ
た

。
唐
代
の
中
頃
に
至
り
、
伊
西
節
度
使

(伊
州

・
西
州
節
度
使
)
を
は
じ
め
と
し
て
磧
西

節
度
使
な
ど
節
度
使
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
都
護
に
よ
る
兼
領
で
あ

っ
て
、
都
護
に
加
え
ら
れ
た
権
限
の
強

化
で
あ

っ
た

。
こ

れ
は
、
統
治
に
お
け
る
直
接
的
な
行
政
権
の
強
化
を
図

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
節
に
取

り
上
げ
る
)。

こ
の
よ

三

タ

ウ

ガ

ス

と

タ

ム

ガ

チ



う
に
唐
代
の
西
域
都
護
が
、
漢
代
の
西
域
都
護

の
流
れ
を
汲
む
制
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
代
の
西
域
都
護
に
も
ま
た
護
使
者
と
し
て
の
性
格

は
、
残
存
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
唐
代
既
に
使
者
が
　

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
護
使
者
た
る
西
域
都
護
も
ま
た
　

　
の
名
で
呼
ば
れ
た
に
違
い
な
い
。

唐
代
の
　

を
元
代
の
探
馬
赤
と
の
関
係
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
既
に
　

、
韓
儒
林
ら
を

は
じ
め
と
し
て
諸
家

に
よ

っ
て
為
さ
れ
て
い
る

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
唐
代
　

の
名
を
有
す
る
人
物
例
は
、
三
例
あ
る
。
そ
の

↓
人
は
、
「閾
特
勤
碑
文
」

に
見
え
る
印
璽
官
で
あ
り

〉、
第
二
は

「大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
」
巻
二
に
見
え
る

「達
官
答
摩
支
」
で
あ
り

愈
、
第
三
に

『
唐
書
』

巻

二

一
五
下
、
突
厥

傳
に
見
え
る
突
騎
施
　

の
都
摩
支

(都
摩
度
)
で
あ
る

。
第

一
の
例
は
、
東
突
厥

の
閾
特
勤

(
　

)
の

身
罷

っ
た
と
き
、
西
突
原
　

)
の
可
汗
の
も
と
か
ら

マ
カ
ラ
チ

ュ
・タ
ム
ガ
チ
と
オ
グ
ズ
・
ビ
ル
ゲ
・タ
ム
ガ
チ
が
弔
問

の
使
者
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
例
で
、
外
交
官
を
意
味
す
る
　

の
例
で
あ
る
。
第
二
の
例
は
、
三
蔵
法
師
が
イ
ン
ド
に
留
学
に
赴
く
途
次
、
西
突
厥

の
統

葉
護

(
　

)
可
汗

(六

一
九
～
六
二
八
)
の
宮
廷
を
訪
れ
た
際
、
可
汗
の
も
と
に
彼
を
案
内
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
答
摩
支
は
、

官
名
を
以
て
人
名
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る

。
こ
れ
を
従
来
の
説
に
従
い
、
雇
従

の
官
名
と
見
て
よ
い
と
す
れ
ば
、

彼
は
玄
　
三
蔵
法
師
の
案
内
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
諸
国
の
言
語
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
す
れ
ば
恐
ら
く
は
詔
の
発
布

を
掌

る
尚
書
に
類
す
る
官
職
で
あ

っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
第
三
の
例
に
見
え
る
突
騎
施
の
都
摩
支
は
、
唐

の
玄
宗

の
頃
西
突
厥

に
覇
権
を
樹
立
し
た
突
騎
施

の
蘇
禄
を
莫
賀
達
干
な
る
人
物
と
共
に
倒
し
、
そ
の
後
莫
賀
達
干
と
挟
を
分
か

っ
て
争

い
、
西
突
廠
の
地
が
、

黄
姓
、
黒
姓
の
両
勢
力
に
分
か
れ
て
争
う
契
機
と
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
場
合
に
も
都
摩
支
は
人
名
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
彼
が
十
姓

可
汗
と
し
て
西
域
都
護
に
任
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
　

の
官
職
を
以
て
人
名
に
代
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
嶋
信
次
に
よ
れ
ば
、

都
摩
支
は
骨
咄
禄
砒
伽
闘
侯
斤

(
　

)
の
官
称
号
を
以
て
呼
ば
れ
、
つ
い
で
黒
姓
伊
底
密
施
骨
咄
禄
砒
伽
可
汗

　)
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
十
姓
可
汗
と
な

っ
た

。
阿
史
那
賀
魯
の
死
後
、
西
突
厭
の
可
汗
は
、

阿
史
那
懐
道
を
初
め
と
し
て
、
唐

の
西
域
都
護
の
下
に
、
罠
陵
、
濠
池
両
都
護
を
兼
ね
る
の
が
例
で
あ

っ
た
か
ら

、
都
摩
支
も
ま
た
十

姓
可
汗
と
し
て
都
護
の
任
に
着
い
た
結
果
と
し
て
　

の
官
名
を
得
、
こ
れ
が
本
名
に
代
わ
る
通
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ



た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
已
に
唐
代
、
「使
者
」
は
　

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
漢
代
西
域
護
使
者

の
発
展
た

る
西
域
都
護
も
ま
た

「使
者
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
か
ら
、
唐
代
の
西
域
都
護
も
ま
た
　

と
呼
ば
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
桑
原
騰
蔵
の
「支
那
人
を
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
は
タ
ム
ガ
ジ
と

い
う
稻
呼
に
就

い
て
」
と
い
う
論
文
に
よ
れ
ば

、
ペ
ル
シ
ア
以

西
で
は
唐
の
頃
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
、
中
国
を
指
す
称
呼
と
し
て
タ
ウ
ガ
ス
(
　

)或

い
は
タ
ム
ガ
ジ
(
　

)、
タ
ム
ガ
ー
チ

ュ

(
　

)
等
と
い
う
称
呼
が
用
い
ら
れ
た

。
諸
家

の
同
じ
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
古
代
突
厥

碑

文
に
見
え
る
唐
を
表

す
語
　

に
由
来
す
る
語
で
あ
り

、
諸
家
の
説

の
中
で
は
、
白
鳥
庫
吉
、
ペ
リ
オ
ら
の
拓
跋
　

の
音
転
と
す
る

説
と

ヒ
ル
ト
　

の
唐
家

の
音
転
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
と
す
る
が
、
桑
原
氏
自
ら
は
唐
家
子
　

の
音
転
と
す
る
の
が
よ

か
ろ
う
と
す
る
説
を
提
唱
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

一
説
を
為
す
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
諸
家
が
、
突
廠
碑
文
の
中

で
唐
を
表
す
富
σ
く
-

　
)
と
使
者
を
表
す
8
ヨ
く
。。2
と
が
、
全
く
同
音
の
語
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
お
ら
れ
る
点
、
賛
成
で
き
な
い
。
　

、
　

の
両
者

の
違
い
は
、
　
と
　

の
違

い
だ
け
で
あ
る
。
両
者
相
互
音
転

の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
両
者
何
ら
か
の
関
係

を
有
し
て
い
る
と
考

え
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
中
国
を
指
す
西
方

の
呼
称
は
、
タ
ウ
ガ

ス
、
タ
ム
ガ
ジ
、
タ
ム
ガ
ー
チ

ュ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
そ
の

呼
称

は
、
音

の
上
に
お
い
て

(同

一
碑
文
の
中
で
も
)
唐
を
表
す
　

を
あ
げ
る
よ
り
は
、
　

を
あ
げ

る
方
が
よ
り
近
い
の

で
あ

る
。
し
か
る
に
敢
え
て
　

を
あ
げ
、
　

の
音
転
の
関
係
か
ら
、
タ
ム
ガ
チ
は
タ
ヴ
ガ
ジ

の
音
転
に
外
な
ら
ぬ
と

い
う
論
を

展
開
さ
れ
た
の
は
、
桑
原
隆
蔵
博
士
そ
の
人
で
あ

っ
た
。
　

と
　

両
語
が
、
音
転
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
そ

の
場
合
ど
ち
ら
の
語
が
先
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
検
討
を
要
す
る
。
そ
の
際
　

は
、
　

(印
璽
)
を
語
根

と
す
る
語
で
あ
る
か

ら
、

中
国
を
意
味
す
る
　

か
ら
転
じ
た
語
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
逆
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
使

者

(な

い
し
は
印
璽
官
)
を
表
す
語
が
、
転
じ
て
中
国
を
表
す
語
と
な
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
有
り
得
な

い
こ
と
で
は
な
い
。

二
世

紀
の
半
ば
、

ロ
ー

マ
帝
国
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
地
理
書
に
は
、
中
国
が
　

の
名
を
以
て
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る

。

こ
れ

は
商
人
の
も
た
ら
す
絹
を
も

っ
て
、
中
国
の
代
名
詞
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
域
以
西
の
諸
国
民
が
、
中
国
を
呼
ぶ
に
、
自
ら
と
直
接



モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
探
馬
赤
に
類
似

の
官
職
が
、
契
丹
と
ウ
イ
グ
ル
(西
ウ
イ
グ
ル
国
及
び
元
代
の
畏
吾
児
)
に
も
あ
る
。
契
丹
の
撲
馬
猿
と

ウ
イ
グ
ル
の
探
花
愛
忽
赤
で
あ
る
。
唐
代
の
使
者

(西
域
都
護
)
か
ら
元
代
の
探
馬
赤
に
至
る
過
程
に
位
置
す
る
、
な

い
し
は
唐
代
の
使
者

よ
り
派
生
し
た
官
職
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
以
下
そ
れ
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

契

丹
の
捷
馬
猿
沙
里
が
、
唐
代

の

「答
摩
支
」
(
「大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
」
に
見
え
る
も
の
)
と
と
も
に
、

元
朝

の
探
馬
赤
に
相

当
す

る
官
職
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
は
、
既
に
ペ
リ
オ
に
あ
り
、
ま
た
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ

ル
の
叙
述
に
基
づ
い
た
メ
ン
ゲ

ス
　

に
も

同
様

の
言
及
が
あ
る

。
そ
れ
を
受
け
て
、
韓
儒
林
、
費
敬
顔
、
楊
志
玖
ら
諸
氏
の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
に
も
な

っ
た

。

契
丹
の

「撞
馬
猿
沙
里
」
は
、
郎
官
の
長
た
る
郎
君
が

】
軍
を
率
い
て
各
方
面
の
征
伐
に
出
征
し
た
際
、
こ
の
郎
君

の
帯
び
る
職
名
で
あ

り
、

「捷
馬
」
は
そ
の
略
称
で
あ
る

。

『
遼
史
』
巻

一
一
六
、
國
語
解
に
は
、

四

契

丹

の

捷

馬

独

沙

里

の
接
触
あ
る
、
印
象
深
く
象
徴
的
な
事
物
を
以
て
、
代
称
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
護
使
者
た
る
西
域
都
護
は
、
中
国
を
表
す
象
徴
的

な
事
物
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
皇
帝
か
ら
、
全
権

(使
者
権
限
)
を
委
任
さ
れ
て
、
西
域

の
征
服
統
治
に
あ
た

っ
た
西
域
都
護

が
、
西
域
及
び
以
西
の
諸
国
民
に
と

っ
て
中
国
の
代
名
詞
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
唐

以
前
か
ら
中
国
を
　

(護
使
者
)
の
名
で
代
称
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
唐
に
な

っ
て
代
理
人
と
本
国
、
護
使
者
と
中
国

を
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
、
従
来
中
国
の
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
　

の

一
字
を
転
じ
て
、
　

な
る
語
を
新
た

に
製

作
し
た
の
に
違
い
な
い
。

以
上
を
要
す
る
に
、
元
代

の
探
馬
赤
と
い
う
名
称
は
、
唐
代
の
使
者
を
表
す
　

に
由
来
す
る
名
称
で
あ
り
、
そ
の

「先
鋒
-
使
者
」

た
る
職
掌
の
祖
型
は
、
漢
代
の
西
域
護
使
者

(そ
の
発
展
た
る
西
域
都
護
)
に
遡
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



捷
馬
、
人
従
也
。
沙
里
、
郎
君
也
。
管
率
衆
人
之
官
、
後
止
稻
健
馬
者
。

と
あ
り
、
ま
た

捷

馬
、
雇
従
之
官
。

と
あ
る
。
ま
た

『
欽
定
遼
史
語
解
』
巻
五
、
職
官
、
「捷
焉
鳴
由賛
特
」
(
　

)
条
に
は
、

蒙
古
語
、
塔
礪
鳴
、
印
也
。
賓
特
、
大
臣
也
。
巻

一
、
作
挺
馬
独
沙
里
(
　

)。

と
あ
る
。
ま
た
元
欧
陽
玄
撰

『高
昌
懊
氏
家
傳
』
に
は
、

(元
欧
陽
玄

『
圭
齋
文
集
』
巻

一
一
)

砒

裡
伽

〔帖
穆
ホ
〕
生
而
敏
慧
、
年
十
六
襲
國
相
答
刺
牢
。
(中
略
)
。
以
功
加
號
砒
僅
傑
忽
底
、
進
授
明
別
吉
。
妻
號
赫
思
迭
林
。

子
第
以
厳
欲
谷
之
後
、
世
為
其
國
大
臣
。
號
之
日
設

(
　
)。
又
日
沙
爾

(
　
)。
猶
漢
言
戚
碗
也
。

と
あ

る
。
要
す
る
に

「捷
馬
猿
沙
里
」

の

「捷
馬
猿

(燵
礪
鳴
)」
は
、
印
璽

の
義
を
持

つ
蒙
古
語

「捷
礪
鳴

(
　

)
」
に
由
来
す
る

語
で
あ
り
、
「沙
里
」
は
、
突
厥

の

「設

(
　
)」
に
擬
せ
ら
れ
る
大
臣
を
意
味
す
る
語
で
、
「捷
馬
猿
沙
里
」
の
略
称
た

る

「捷
馬
」
を

「雇

従
の
官
」
と
い
う
の
は
、

「捷
馬
猿
沙
里
」
の
職
に
は
、
雇
従
の
官
た
る
郎
官
が
任
ぜ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お

突
厥

の
設
(
　
)
に
は
、
地
方
総
督
に
類
す
る
義
が
あ
り
、
沙
里
の
「戚
碗
」
は
、
外
戚
の
義
で
あ
る
か
ら
、
元
来
は
皇
后
家
の
者
を
意
味
す

る
語

で
あ
る
。
女
真
語
の
「妻
」
の
義
を
も

つ
、
　

に
当
た
る
言
葉
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
『遼
史
語
解
』
が

「實
特

(賓
衣
特
)
」

と
す
る
は
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
貴
族
の
称
号
た
る
　

現
代
ペ
ル
シ
ア
語
で
は
君
長
を
意
味
す
る
　

)
に
比
定
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

捷
馬
独
沙
里
の
職
掌
を
も

っ
と
も
よ
く
示
す

の
が
、
『
遼
史
』
巻

一
、
太
祖
紀
に
見
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

太
祖
大
聖
大
明
神
烈
天
皇
、
姓
耶
律
氏
誰
億
、
字
阿
保
機
、
小
字
畷
里
只
、
契
丹
迭
刺
部
霞
瀬
益
石
烈
卿
、
耶
律
彌
里
人
。

(中
略
)
。

既
長
、
身
長
九
尺
、
豊
上
鋭
下
、
目
光
射
人
。
關
弓
三
百
斤
、
為
捷
馬
猿
沙
里
。
時
小
黄
室
章
不
附
。
太
祖
、
以
計
降
之
。
伐
越
兀
及

烏
古

・
六
案

・
比
沙
独
諸
部
、
克
之
。
國
人
、
號
阿
主
沙
里
。

耶
律

阿
保
機
は
、
即
位
前

の
未
だ
大
賀
八
部
に
よ
る
合
議
制
の
取
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
「捷
馬
猿
沙
里
」
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
出
征
し
て
小

黄
室
章
を
降
し
た
後
、
越
兀
、
烏
古
、
六
璽
、
比
沙
猿
諸
部
の
征
服
に
向
か
い
、
こ
れ
を
も
降
し
た
。
国
人
の
彼
に
対
す
る
称
號

「阿
主
沙



里
」

の
阿
主

(
　

)
と
は
、

モ
ン
ゴ
ル
語
の
Φ」
①コ
に
比
す
べ
く
、
主
人
の
義
で
あ
る
。
沙
里
は
、
先
述

の
如
く
、
外
戚
貴
族
、
地
方
総
督

等

の
義
で
あ
る
。

「挺
馬
猿
沙
里
」
の
各
方
面
鎮
守
軍
団
長
と
し
て
の
性
格
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
同
様
の
例
と
し
て
渤
海
捷
馬
解
里
の
例

が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
遼
史
』
巻

一
〇
、
聖
宗
紀

一
、
統
和
元
年

(九
八
三
)
春
正
月
丙
子
條
に
、

以
干
越
休
寄
為
南
京
留
守
。
傍
賜
南
面
行
営
総
管
印
綬
、
総
邊
事
。
渤
海
捷
馬
解
里
以
受
先
帝
厚
恩
乞
殉
葬
。
詔
不
許
。
賜
物
以
施
之
。

と
あ

る
。
干
越
休
寄
は
、
『遼
史
』
巻
八
三
に
傳
が
あ
る
耶
律
休
寄
の
こ
と
で
あ
る
。
干
越
は
官
名
で
あ
る
。
北
院
大
王
雲
底
統
軍
使
と
な

り
、
乾
亨
元
年
に
は
南
面
戌
兵
を
総
べ
て
、
北
院
大
王
と
な
り
、

つ
い
で
干
越
の
官
號
を
与
え
ら
れ
た
。
聖
宗
即
位

の
始
め
は
、
太
后
称
制

に
当
た
り
、
「休
寄
に
南
面
軍
務
を
総
べ
し
め
て
以
て
便
宜
従
事
せ
し
む
」
と
あ
る
。
南
面
軍
務
を
総
ぶ
と
あ
る
が
、
宋
軍
は
渤
海
地
域
の

兀
惹
部
と
連
携
し
て
契
丹
と
戦

っ
て
い
た
の
で
、
渤
海
と
も
無
関
係
の
職
で
は
な
か
っ
た
。

「南
面
行
営
総
管
の
印
綬
を
賜
」

っ
た
と
あ
る

の
は
、

「便
宜
従
事
」
を
聴
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
あ
り
、
「邊
事
を
総
ぶ
」
と
あ
る
の
は
、
渤
海
方
面
の
征
服
と
関
連
が
あ
る
。
但
し

「渤

海
健
馬
解
里
」
の
解
里
は
明
ら
か
に
人
名
で
あ
る
の
で
、

「渤
海
捷
馬
」
は
、
解
里
に
か
か
る
官
名
と
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

が
傳

に
は
解
里
に
同
音

の
名
を
も

つ
人
物
は
少
な
く
な

い
が
、
該
当
す
る
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

「渤
海
捷
馬
」
の
職
掌

の
内
容
は

詳
ら
か
で
は
な
い
。
捷
馬
が
捷
馬
猿
沙
里
の
略
称
で
あ
る
こ
と
は
明
確
な
の
で
、
前
述
耶
律
阿
保
機
の
例
か
ら
推
し
て
、
渤
海
の
征
服
に
向

か

っ
た
方
面
統
治
鎮
守
軍
団
長
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
聖
宗
の
初
期
は
、
後
渤
海
国
と
も
言
う

べ
き
兀
惹
部
と
緊
張

が
高

ま

っ
た
時
期
で
あ

っ
た

。

以
上

「捷
馬
猿
沙
里
」

の
職
掌
の
具
体
的
な
在
り
方
を
示
す
例
は
二
例
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
元
朝
の
探
馬
赤
と
同
類
の
職
掌
で
あ
る

こ
と
は
、
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
契
丹
に
も
、
唐
代
同
様
に
単
に
外
交
官
の
義
に
用
い
ら
れ
る

「捷
馬
」
の
例
は
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
『
遼
史
』
巻
七
、
穆
宗
紀
二
に

十
五
年
夏
四
月
乙
巳
。
小
黄
室
卑
叛
。
雅
里
斯

・
楚
音
等
、
撃
之
、
為
室
章
所
敗
。
遣
使
責
之
。
乙
卯
、
以
禿
里
代
雅
里
斯
為
都
統
。

以
女
古
為
監
軍
、
率
軽
騎
進
討
。
傍
令
挺
馬
尋
古
里
、
持
詔
招
諭
。

と
見
え
る
。
同
様
に
燵
馬
に
よ
る
持
詔
招
諭
の
例
は
、
若
干
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
楊
志
玖
の
取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、



西
ウ
イ
グ

ル
国
の
末
期
か
ら

エ
へ
・
モ
ン
ゴ
ル
国
時
代
に
か
け
て
生
き
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
八
思
忽
都
は
、
探
花
愛
忽
赤

の
官
職
を
帯
び
て

い
た
。

そ
の
子
の
帖
再
市

(
 

)
も
ま
た
同
じ
官
称
号
を
帯
び
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ウ
イ
グ
ル
国
時
代
か
ら
の
官
称
号
で
あ

つ

た
よ
う
で
あ
る
(
『
元
史
』
巻
一
三
三

、
脱
力
世
官
傳
)。
或

い
は
そ
れ
に
倣
い
モ
ン
ゴ
ル
朝
廷
か
ら
授
け
ら
れ
た
官
職
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

ウ
イ
グ
ル
名
の
官
称
号
で
あ
る
。
探
花
は
、
　

で
印
璽

の
義
を
も
ち
、
愛
忽
赤
は
、
　

で
、
大
臣
、
総
統
、
司
令
官
な
ど

の
義
を
有

つ
。
例
え
ば

『
山
居
新
語
』
に

「畏
吾
児
僧
間
閻
、
嘗
為
會
福
院
提
挙
。
乃
国
朝
沙
津
愛
護
持
南
的
沙
之
子
」
と
あ
る
、
「沙
津

愛
護
持
」
の
原
注
に

「漢
名
総
統
な
り
」
と
あ
る
。
愛
忽
赤

の
原
義
は
「托
す
」
で
あ
り
、
転
じ
て
詔
を
発
布
す
る
こ
と
を
掌
る
尚
書

の
義
に

も
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
い
う

〔討
.。
そ
れ
ゆ
え
探
花
愛
忽
赤
と
熟

し
て
は
、
国
璽
尚
書
あ
る
い
は
印
璽

を
所
有
す
る
司
令
官

な
ど

の
義
が
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
デ
ル
フ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
雷
ヨ
く
帥9

に
も
国
璽
尚
書
の
義
が
あ
る
か
ら

、
探
花
愛
忽
赤
は
、
モ

ン
ゴ

ル
の
探
馬
赤
に
ほ
ぼ
同
義
の
語
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
八
思
忽
都
の
経
歴
を
見
る
と
、
そ
の
実
際
の
職
掌
は
、
軍

司
令
官
で
あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
彼
は
、
「国
初
畏
吾
児

・
阿
刺
温

・
滅
乞
里

・
八
思
四
部
を
領
し
、
兵
を
以
て
四
川
を
攻
め
る
に
従
」
っ
て
い
る
。
そ
の
子
の

帖
寄
市
は
と
い
う
と
、
憲
宗
モ
ン
ケ
の
命
に
よ
り

「渇
密
里

(
　

、
恰
密
)
及
び
曲
先

(
　

)
諸
宗
藩
の
地
に
長
」と
な
り
、
そ
の
地

に
鎮
守
し
て
い
る

。
そ
の
地
は
、
宗
主
た
る
ト
ゥ
ル
イ
家
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
、
オ
ゴ
タ
イ
家
と
の
国
境
地
帯
に
当
た
り
、

エ
へ
・
モ
ン

ゴ
ル
国
時
代
に
は
ま
だ
両
カ
ン
国
と

の
緊
張
関
係
は
さ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
、
元
朝
期
に
は
、
西
北
辺
境
と
し
て
の
意
味
を
も

つ
よ
う
に

な
る
。
要
す
る
に

一
軍
を
率

い
て
司
令
官
と
な
り
、

一
方
面
の
攻
略
に
従
事
す
る
こ
と
、
或
い
は
鎮
守
統
治
す
る
こ
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
探
馬

赤
に
全
く
同
じ
職
掌
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

帖
舟
市
の
鎮
守

し
た
地
は
、
後
に
元
朝
時
代
に
入

っ
て
か
ら
、
(常
に
で
は
な
か
っ
た
が
、
と
い
う
の
は
前
述
の
両

カ
ン
国
の
侵
略
が
あ

五

ウ

イ

グ

ル

の

探

花

愛

忽

赤

割

愛

す

る

〔・Q
)
。



っ
た

た
め
)、
高
昌
王
亦
都
護
 

摩
下
の
探
馬
赤
軍
の
鎮
戌
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
元
虞
集
撰

『
道
園
類
藁
』
巻
三
九
、
高
昌
世

勲
碑

(磨
制
)
に
よ
れ
ば
、
遅
く
と
も
巴
而
市
阿
児
武
的
斤
(
 

)
の
孫
馬
木
刺
的
斤
(
 

)
以
降
探
馬
赤
軍

一

萬
人
が
所
属
し
、
世
襲
さ
れ
て
い
た
。
ウ
イ
グ

ル
国
王
は
、
元
朝
皇
帝
か
ら
高
昌
王
と
亦
都
護
の
二
種
の
金
印
を
授
け
ら
れ
、
国
内
政
治
に

は
、
高
昌
王
の
印
を
用
い
、
辺
境
の
統
治
に
関
す
る
こ
と
に
は
、
亦
都
護

の
印
を
用
い
て
い
た
。
従

っ
て
探
馬
赤
軍
に
関
し
て
は
、
亦
都
護

の
印

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
探
馬
赤
軍
は
高
昌
城
に
鎮
守
し
、
南
恰
密
里
の
地
に
屯
田
を
行

っ
て
い
た

(風
)。
も

っ
と
も
至
元
十

九
年

か
二
十
年
頃
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
国
王
の
本
拠
地
は
永
昌
府

(西
涼
府
)
に
移

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が

茜
。
何
時
の
こ
と
か
明
確
な

日
付

が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
元
朝
時
代
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
高
昌
城
に
鎮
守
し
た
軍
隊

の
司
令
官
を
意
味
す

る
 

 の

一
句
が
見
え
る

茜
。
次
の
通
り
。

 高
昌

城
市

司
令
官
に

一

銀

錠
を

差
し
出
し
て
、
重
い

罰
に

当
た
る
べ
き
で
あ
る

(ア
イ
グ
チ
)

前
文

に

「
(
モ
ン
ゴ
ル
の
)
皇
帝
陛
下
に
五
金
錠
、
兄
弟
王
子
た
ち
に
各

一
金
錠
ず

つ
を
罰
金

(と
し
て
)
献
金
し
、
イ
デ
ィ
ク
ー
ト
に

一

金
錠
を
差
し
出
し
て
」
と
あ
り
、
亦
都
護

の
支
配
が
、
高
昌
城
下
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
亦
都
護
自
ら

「領
兵
高
昌
」
し
た
時
期

の
こ
と
で
、
こ
の
高
昌
城
市
司
令
官
は
、
亦
都
護
摩
下
の
探
馬
赤
軍
将
官
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
掲

「高
昌
王
世
勲
碑
」
に
お
い
て

注
目
す
べ
き
は
、
亦
都
護

の
摩
下
に

「押
西
護
司
」
な
る
官
署
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
「復
た
そ
の
部

の
押
西
護
司
の
官
に
署

す
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
馬
木
刺
的
斤
の
曾
孫
帖
睦
児
補
化

(
t
e
m
u
r
 
b
u
q
a

)
が
亦
都
護
高
昌
王
位
を
嗣
ぐ
以
前
に
「都
護
」
の
職
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
た
こ
と
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
探
馬
赤
軍
を
領
す
る
亦
都
護
に
は
、

(西
域
)
都
護
と
し
て
の
性
格
が
あ

っ
た
こ
と
が
確

実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

の
探
馬
赤
が
、
西
域
都
護
(護
使
者
)
に
淵
源
を
有
す
る
官
職
で
あ
る
こ
と

の
傍
証
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
以
上
を
要
す
る
に
契
丹
の
探
馬
独
沙
里
と
ウ
イ
グ
ル
の
探
花
愛
忽
赤
と
は
、
唐
代
の
使
者

(西
域
都
護
、
t
a
m
y
 
a
e
i

)
と
モ
ン
ゴ

ル
帝
国



の
探

馬
赤
と
を
結
ぶ
線
上
に
あ
る
制
度
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
唐
代
の
t
a
m
y
 
a
e
i

た
る
西
域
都
護
が
、
契
丹
の
探
馬
独
沙
里
、
ウ
イ

グ
ル
の
探
花
愛
忽
赤
の
制
度
を
経
て
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
探
馬
赤
に
な

っ
た
の
か
、
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
唐
代
の
t
a
m
y
 
a
e
i

か
ら
派
生
し

て
き
た
の
か
は
、
明
確
で
は
な

い
け
れ
ど
も
。

【
(以
下
後
篇
)
六
、

エ
へ
・
モ
ン
ゴ
ル
国
時
代
の
行
省
/
七
、
北
魏
の
行
墓
尚
書
省
/
八
、
阿
母
河
等
庭
行
尚
書
省

の
成
立
/
結
び
】

註
(1
)

『史
集
』
第

一
巻
、
第

一
分
冊
、
第
二
編
ロ」
㎝P
雪
像
場
部
落
条
。

(2
)
J
u
v
a
i
n
i
,
 
"
T
h
e
 
H
i
 
s
t
o
r
y
 
o
f
 
t
h
e
 
W
o
r
l
d
 
C
o
n
q
u
e
r
o
r
"
,
 
t
r
a
n
s
l
a
t
e
d
 
b
y
 
J
.
 
A
.
 
B
o
y
l
e
.
 
C
h
a
p
.
 
X
 
 
X
 
 
V
 
 
,
 
p
.
 
1
4
5
,

(
『
世
界
征
服
者
史
』
第

一
四
五

階即
上
冊
ｐ
1
7
0)

(3
)
D
o
e
r
f
e
r
,
 
B
a
n
d
 
I
l
 
p
.
 
5
6
6
,
 
A
L
 
A
H
R
I
 
;
 
"
T
a
'
 
r
 
i
 
k
h
-
i
 
S
h
a
i
k
h
 
U
w
a
 
i
 
s
"

G
e
r
h
a
r
d
 
D
o
e
r
f
e
r
,
 
"
T
u
r
k
i
s
c
h
e
 
a
n
d
 
M
o
n
g
o
l
i
s
c
h
e
 
E
l
e
m
e
n
t
e
 
i
m
 
N
e
u
p
e
r
s
i
s
c
h
e
n
,
 
"
B
a
n
d
 
I
 
-
N
,
1
9
6
5
,
W
i
e
s
b
a
d
e
n
.

(4
)

志
茂
碩
敏

『
モ
ン
ゴ

ル
帝

国
史
研
究
』
　

。
一
『
中
庵
集
』
巻

一
五
、
勅

賜
益
都
行
省
伊
克
札
爾
固
齊
薩

木
丹
公

(沙
札
該
)
神
道
碑

に
は
、
「諸

部

の
兵
、

百
に
卒

二
を
取
る
」
と
あ

る
。

必
ず

し
も
十
人
に

二
人

で
は
な

か

っ
た

こ
と
が
分
か

る
。

(
5
)

こ
の
点
既
に
楊
志

玖
、
志
茂
碩
敏

外
諸
家

の
明

ら
か
に
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
楊
志

玖

「探
馬
赤

軍
問

題
三
探
」

(
『
南

開
学

報
』

一
九

八
二
年
第

二

期
)
,

(
6
)

松

田
孝

一
氏
報
告

、

一
九
九
七
年

モ
ン
ゴ

ル
学
会

報
告
、
岡

山
大
学

。
周
藤
吉

之
氏
に
始
ま

る
説

で
あ
る
。
宋
代

に
斥

候
を
称

し
て

「探

馬
」
と
謂

う
例
が

あ
る

こ
と

に
依
拠
し
た
説
。

周
藤
吉

之

「
唐
宋
時
代

の
資
料

に
見
え
る
頭
項

・
頭
下
と
探

馬
-

遼
元

の
投

下
と

の
関
係

に
於

い
て
」

(東
洋

学
報
四
六
ー

}
、
『
宋

代
史
研
究
』
所
収
)



(7
)

『
元
史
』
巻

二
〇
六
、
叛
臣
傳
、
李
壇
傳

に

「太
祖
十

六
年

〔李
〕
全

叛
宋
。
挙
山
東
州

郡
鵠

附
。
太
師
國

王
李
魯

承
制

、
拝
全
山
東
准
南
楚
州
行

省
、

而

以
其

兄
福
為

副
元
帥

。
太

宗
三
年
全
攻
揚
州
敗

死
。
遂
襲
為

益
都

行
省
。
傍
得
専

制
其
地
。

(中
略
)
。
中
統

元
年
世
祖

即
位
、
加
壇

江
准
大
都
督
。
」

と
あ

る
。

(
8
)

探

馬
赤
軍
が
各
方

面

の
鎮
守
軍

団
で
あ
る

こ
と

は
、
那
珂
通
世

以
降

海
老
沢
哲
雄

、
楊
志
玖
ら
諸

氏

の
指
摘
論
証
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

松
田
孝

一

氏

の
実
証
的

研
究
は
、
そ
れ
を

証
明
し

て
余

り
あ
る

の
で
あ

る
が
、

氏
は
、
史
料

の
細
部

に
厳
密
す
ぎ

て
、
却

っ
て
大

局
を
見
失

っ
た

た
め
に
、
斥
候

説
を
拾

い
上
げ

た

の
で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ

る
。

那
珂
通
世

『
成
吉
思

汗
實

録
』

(
一
九
〇

七
年

一
月
、
大

日
本
圖
書
株
式
會

社
)
、
海
老

沢
哲

雄

「元
朝

探
馬
赤
軍

研
究
序
説

」

(『
史
流
』

第
七
巻
、

一
九
六
五
年
)
、
松

田
孝

一

「河
南
准
北

蒙
古
軍
都
萬

戸
府
考
」
(
『
東

洋
学
報
』
第

六
八
巻
、
第

三
、
四

号
、

一
九

八
二
年
三
月
)
、

同

「
モ
ン
ゴ

ル
帝

国
東
部

国
境

の
探
馬
赤
軍

団
」

(『
内
陸

ア
ジ

ア
史

研
究
』

第
七
、
八
合
併

号
、

一
九
九

二
年

一
〇
月
)
、

同

「宋

元
軍
制
史
上

の
探

馬
赤

(
タ

ン

マ
チ
)
問

題
」
(
『
宋

元
時

代
史

の
基

本
問
題
』

一
九
九
六
年

七
月
、
汲
古
書
院

所
収
〉
,

同

「紅
巾

の
乱

初
期

陳

西
元
朝
軍

の
全

容
」
(
『
東
洋
学

報
』
第
七

五
巻

、
第

一
、

二
号
、

一
九

九
三
年

一
〇
月
)
。
楊
志

玖

「探
馬
赤
軍
問
題

再
探

」
(
『
民
族
研
究
』

一
九
八

一
年
第

一
期
一
)
及

び
楊

志
玖
前
掲
論
文
。

(
9
)

『
元
典

章
』
巻
九
、
官

制
投

下
条
に
見
え

る
。

(10
)
例

え
ば

先
掲
薩
木
丹

公

(沙
孔
該
)
神
道
碑
銘

に
よ
れ
ば
、

サ

ル
ジ
ウ
ト
氏

の
沙
札
該

《
三
木
合
抜
都
児
》

は
、
懐
孟
路

に
鎮

守
し
、
懐
孟
軍
奥
魯
、

懐

孟
萬

戸
府
達
魯
花
赤

の
職

が
、
そ

の
子
孫

の
丹
達
里
、
耀
珠

に
世
襲

さ
れ
た
が
、
沙
札
該
は
、
食
貨
志
歳

賜
条

に
見
え
る
折
米
思
抜
都
児

に
当

た
り
、

懐

孟
路

に
食
邑
を
も

っ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
続
稿

「各
部
族

探
馬
赤
軍
」
に
お

い
て
論

ず
る
予
定
で
あ
る
。

(
11
)

『
史
集

』
第

一
巻
、
第

二
分

冊
、
第

二
編
　

、
チ

ン
ギ

ス
・
カ

ン
の
軍
隊
条
。

(
12
)

護
雅
夫

「探

馬
赤
部
族
考

序
説
」

(『
史
学
雑
誌
』

五
五
i

一
、

一
九

四
四
年
)
、
同

「
元
初

に
お
け
る

《
探

馬
赤
部

族
》
に

つ
い
て
」
(
『
北
亜
細

亜

学
報
』

三
、
一

九
四
四
)

(
13
)

他

に
探

馬
赤

軍
関
係

の
諸
論
考

に
次

の
よ
う
な
も

の
が
挙
げ

ら
れ
る
。

萩
原
淳
平

「木
華
黎

王
国
下
の
探

馬
赤
軍
に

つ
い
て
」
(
『
東
洋
史

研
究

』
三
六

ー

二
)
、

「再

び
木
華
黎

王
国
下

の
探
馬
赤

軍

に

つ
い
て
ー
1

楊
志

玖
氏

の
批
判

に
答
え

て
ー
!
」
(
『
モ
ン
ゴ

ル
研
究
』
　

)
、
黄
時

豊

「木



華
黎
国
王
摩

下
諸

軍
考

」

(『
元
史
論
叢

』
第

1
輯
所
収
し
1
9
8
2
)
、
賀
敬
顔

「探

馬
赤

軍
考

」

(『
元
史
論
叢
』
第

2
輯
ロ
㊤
G。
ω
』
・
)
、

大
葉
昇

=

元
代

の

探

馬
赤

軍
ー
-

と

く
に
構
成

内
容
と
所
管

に

つ
い
て
ー

ー
」
(
『
モ
ン
ゴ

ル
研
究
』
N
o
1
5
1
9
8
4)、
蓮
見
節

「探

馬
赤
考
」

(『
中
央

大
学

大
学
院
研
究

年

報
』

ニ

ー

V
、

一
九

八
二
年
三
月
)
。

萩
原
氏

は
探

木
花
を
押
印

さ
れ
た
奴
隷

説
を
と

る
。
大

葉
説
は

こ
れ
に
従
う
。

こ
れ
に
関

し
て
は
楊
志
玖

に
既
に
批
判
が

あ
る
。
 

掌
印
者

説
に
立

つ
の
が
、
安
部
健

夫

『
西
ウ

イ
グ

ル
国
史

の
研
究
』

(
p
.
2
9
)

で
あ

り
、

そ
れ
に
続

く
韓
儒
林
、
賞

敬
顔
、
楊

志
玖
諸
氏

で
あ

る
。
本
稿

の

冨
∋
く
四驚

使
者
説
は
、

こ
れ
を

承
く
。

(
14
)
王
惲

の
中
堂
事

記
に
見
え

る
李
里
厘
児
抜
都

児
に
当
た

る
も

の
と
す
れ
ば
、
読

み
は
全
く
違

う
も

の
に
な
る
。

そ
れ
に

つ
い
て
は
続
稿

に
論
ず

る
こ

と

に
し
て
、
今

の
と

こ
ろ

は
こ
の
よ
う
に
訓
ん
で
置
く
。

(
15
)

護

雅
夫
前
掲
論
文
。

(
16
)

元
虞
集

『
道

園
類
稟
』
巻

四
五
、
蒙

古
拓
跋

公

(按
札
児
)
先
笙

碑
銘
。

(
17
)

「闘
特
勤
碑
文
」
に
(
小
野
川

『
突
厥
碑
文
訳
注
』
《
I
N
1
3
)
p
6
3
)
次

の
よ
う

に
見
え

る
。

(小
野
川
秀
美

『
突
厭
碑
文

訳
注
』

(満
蒙

史
論
叢
四
、

一
九
四
三
年
九
月
)

o
n
 
o
q
 
o
r
 
l
i
n
 
t
u
r
g
i
s
 
q
a
 
r
 
a
n
d
a
 
m
a
q
a
r
a
c
 
t
a
m
y
 
a
c
i
 
o
g
h
u
z
b
i
l
g
a
t
a
m
y
a
c
i
 
k
a
l
t
i

十

箭

我
が
子

突
騎
施

可
汗
よ
り

マ
カ
ラ
チ

ュ

印
璽
官

オ
グ

ー
ズ

ビ

ル
ゲ

印
璽
官

来
れ
り
。

(
18
)

『
元
史

』
巻

一
二
八
、
土
土
恰
傳

、
『
元
文
類
』
巻

二
六
、
句
容

郡
王
世
績
碑
。

(19
)

『
元
史
』

巻
一
三
一

、
完
者
都
傳

、
同
巻

=
二
一二
、
完
者
抜
都
傳
、

両
者
は
、

】
人
両
傳
。

(
20
)

苫
徹

抜
都
児
に
関
し

て
は
、
前
掲

松
田
孝

一

「河
南
潅
北
蒙
古

軍
都
萬

戸
府
考
言
』
一
に
言

及
が
あ
る
。

(
21
)

『
寓
庵
集
』

巻
六
、
故
宣
授
陳
西
等
路
達

魯
花
赤
爽
谷
公
墓
誌
銘
。

(22
)

「元
朝
行

省

の
成
立
過
程

」
『
元
朝
史
研

究
』

一
四

八
頁
。

但
し
前

田
直
典

は
、
陳
西
路
行

省
と
あ
る

べ
き
を
、

山
西
路
行
省

と
誤

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
、
『
寓

庵
集
』

の
原
文

の
誤

り

(
題
目
は
正
し
く
、
本
文

に
誤
る
)
に
従

っ
た
も

の
で
あ

る
。

(
23
)

前

田
直
典
、
前
掲
書

一
六

二
頁
。



(
24
)

『
漢
書
』
巻

九
六
、
西
域
傳

に
、

「自
武
師

将
軍
伐
大
宛
之
後

、
西
域
震
儂
。
多
遣

使
来
貢
献
。
漢

使
西
域
者
、
益
得

職
。
於
是
自
敦
煌

西
至
盤
澤
、

往
往
起
亭

而
輪
嘉
渠
黎
、

皆
有

田
卒
数

百
人
。

置
使
者
校
尉
領
護

、
以
給
使
外
国
者
。

至
宣

帝
時
、
遣
衛

司
馬
使

護
鄭
善
以
西
数
國
。

及
破

姑
師
未
蓋

珍
、

分
以
為
車
師
前
後

王
及
山
北
六
國
。
時
漢

濁
護
南
道
、
未
能
壼

井
北
道
也
。
然
匈
奴

不
自
安
　
。
其
後

日
逐
王
畔
単
于

、
将
衆
来
降
。

護
鄭
善

以

西
使
者
鄭

吉
迎
之
。
既

至
漢

、
封

日
逐

王
為

蹄
徳
侯
。
吉
為
安
遠

公
。
是
歳
神
爵

三
年

(前

五
九
年
)
也
。

乃
因
使
吉
井
護
北
道
。
故

號
都
護
。
都
護

之
起
、
自
吉

置
　

。
」
と
あ
る
。
な

お
伊
勢
仙
太

郎

『
中
国
西
域
経
営
史
研
究

』

(
一
九
五

五
年
、
巌
南
堂
書

店
)
参
照
。

(
25
)

前
注

に
同
じ
。

(
26
)

『
後
漢
書
』
巻

八
人
、
西
域
傳
、

「宣
帝
改

日
都
護
」
條
注

に
「宣
帝
時
鄭
吉

、
以
侍
郎

田
渠
黎
、
獲
兵
攻
車
師
。

遷
衛
司
馬
、
使
護
都
善

以
西
南
道

。

其
後
匈
奴

日
逐
王
降
吉
。
漢
以
吉
前
破
車
師

、
後
降

日
逐
、
遂
井
令
護
車
師

以
西
北
道
。
號

日
都
護
。
」
と
あ

る
。

(
27
)

西
域

都
護

の
権

限
を
示
す
例
。
『
漢
書
』
巻
九

六
、
西
域
傳
、
車
師

後
王
国
條

に

「於
是
漢
召
車
師
太

子
軍
宿
在
焉
者
者

、
立
以
為
王
。
蓋
徒
車

師
國

民
令
居
渠
摯

。
遂
以
車
師

故
地
與
匈
奴

。
車
師

王
得
近
漢

田
官
、
與
匈
奴

絶
、
亦
安
楽
親
漢
。

後
漢
使
侍
郎
股
廣
徳

、
責
烏
孫
求
車
師

王
。
鳥
孫

貴
将

詣
闘
賜
第
、
與
其
妻
子
居
。
是
歳

元
康
四
年

(前
①
い。
)
也
。
」
と
あ

り
、
ま
た
同

じ
く
車
師

後
王
国
条
に

「是
時
新
都
侯
王
莽

乗

政
。
遣
中
郎
将

王
昌
等

、

使
匈
奴

告
単
于

。
西
域
内
属
、

不
當
得
受
。
単
于

謝
罪
、
執

二
王
以
付
使

者
。
葬
使
中
郎

王
萌

待
西
域
悪
都
奴
界
上
、
逢

受
。
単
于

遣
使
送

、
因
請
其

罪
。
使
者

以
聞
。
不
聴
。

詔
下
、
會

西
域
諸

国
王
、
陳
軍
斬
姑
句
唐
兜

、
以
示
之
。
」
と

あ
り
、
ま
た

『
後
漢
書
』
巻

八
八
、
西
域
傳
、
渉
車

國
條

「建

武
五
年
河

西
大
将
軍
資
融
、

乃
承
制
立

〔渉
車

王
延

の
子
〕
康
為
漢
渉

車
建

功
懐
徳

王
西
域
大

都
尉
。
五
十

五
國
皆
属

焉
。
九
年
康
死
。
詮
宣
成

王
。

弟
賢
代
立
、

攻
破
拘
彌

・
西
夜

国
、
皆
殺
其

王
而
立
其

兄
康
両

子
為
拘

彌
西
夜
王
。
十

四
年
賢

與
都
善
王
安
、
並
遣
使
詣

閾
貢
献
。
於
是
西
域
始

通
。

葱
嶺
以
東
諸

国
、
皆
属
賢
。
十

七
年
賢
復
遣
使

、
奉

献
請
都
護
。

天
子
以
問
大
司
空
費
融
。

以
為

賢
父
子
兄
弟
相
約
、
事
漢

款
誠
、

又
至
宜
加
號

位
以

鎮
安
之
。
帝

、
乃
因
其
使
、
賜
賢

西
域
都
護
印

綬
。

更
賜
賢
以
漢
大
将

軍
印
綬
。
」
と
あ

り
、

ま
た

『
漢
書
』
巻
九

六
、

西
域

傳

「自
武
帝
始

通
厨
賓

、

自
以
絶
遠
、
漢
兵
不
能
至
。
其

王
烏
頭
勢
敷
剰
殺
漢
使
。
烏
頭
勢

死
、
子
代
立
、
遣
使

奉
献
。
漢
使
関

都
尉
文
忠
、
送
其
使
。

王
復
欲
害
忠
。
忠
畳
之
、

酒
與
容
屈

王
子
陰

末
赴
共
合
謀
、

攻
尉
賓
殺
其

王
。

立
陰
末
赴
為
罫
賓

王
、
授

印
綬
。
後
軍
侯
趙
徳

使
尉
賓
、
與
陰
末
赴
相
失

。
陰
末
赴
鎖
娘
當
徳

、

殺
副
已
下
七
十
餓

人
。

」
と
あ
る
。



(
28
)

『
漢
書
』
巻
九

六
、
西
域
傳

に

「凡
國
五
十
、
自

課
長

・
城
長

・
君

・
監
吏

・
大

禄

・
百
長

・
千

長

・
都
尉

・
且
渠

・
當
戸

.
将
相

至
侯

王
、
皆
侃
漢

印
綬
。

凡
三

百
七

十
六
人
。

而
康
居

・
大

月
氏

・
安
息

・
尉
賓

・
烏
ざ

之
属
、
皆

以
絶
遠
不
在
数

中
。
其
来
献
、

則
相
與
報

不
督
録
総
領

也
。
」
と
あ

る
。

(
29
)

『
漢
書
』
巻

九
六
、

6
b
、

西
域
傳
、
烏
孫
條

に
、

「初
楚

主
侍
者
鷹
瞭
、

能
史
書
習
事
。
嘗
持

漢
節
、
為
公
主
、
使

行
賞
賜
於
城
郭
諸

國
。
敬
信

之

號

日
鷹
夫
人
、
為
烏
孫

右
大
将
妻
。
右

大
将
與
烏
就
屠
相

愛
。

都
護
鄭
吉
使

爲
夫
人
説
烏
就
屠
、

以
漢

兵
方
出
、
必
見
滅
、

不
如
降

。
烏
就
屠
恐

日
、

願
得
小
號
。
宣
帝

徴
濡
夫
人
、
自
問

状
、
遣
謁
者
竺
次

・
期
門
甘
延
壽
為

副
、
送

縞
夫
人
。
馬
夫

人
錦
車

持
節

、
詔
烏
就
屠
、

詣
長
羅
侯
赤
谷
城
、
立

元
貴
靡

為
大
昆
彌
。
烏
就

屠
為
小
昆
彌
。
皆

賜
印
綬
。
破
莞
将
軍

不
出
塞

還
。
後
烏
就
屠

不
蓋
蹄
諸
鰯
侯

民
衆

。
漢
復
遣
長
羅
侯
恵

、
将
三
校
屯
赤
谷
。

因
為
分
別
其

人
民

地
界

。
大
昆
彌
、
戸
六
萬
鯨
、
小
昆
彌
戸
四
萬
鯨
。
然
衆

心
皆
附
小
昆
彌
。
元
貴
靡

・
鴎
靡
、
皆
病

死
。
公
主
上
書

言
、
年
老
土
思
、

願
得
蹄
骸
骨
、
葬
漢

地
。

天
子
関
而
迎
之
。

公
主
、
与
烏
孫

男
女
三
人
倶
来

至
京
師
。
」
と
あ
る
。

(
30
)

同
烏
孫
條

に
「
元
貴
靡

子
星
靡
、
代
為
大

昆
彌
、

弱
。

縞
夫
人
、
上
書
願
、
使
烏
孫
鎮

撫
星
靡
。
漢
、
遣
之
卒
百

人
送
焉
。

都
護
韓
宣
奏
、
烏
孫
大
吏

・
大
禄

・
大

監
皆
可
以
賜
金

印
紫
綬
以
尊
輔
大

昆
彌
。
漢
、
許
之
。

後
都
護
韓
宣
復
奏
、

星
靡

怯
弱
、
可
免
、
更

以
季

父
左
代
将
楽
大
為
昆
靡
。
漢

、

不
許
。
」
と
あ

る
。

(
31
)

漢

代

の
匈
奴

の
国
民
は
、
通
説

に
よ
れ
ば
、

言
語

の
上
か
ら

見
て
、
ト

ル

コ
系
、

モ
ン
ゴ

ル
系
、

ツ

ン
グ
ー

ス
系

の
諸
族

か
ら
な

っ
て
い
た

(白
鳥

庫
吉

に
依
拠
す
)
。

ま
た

『
後

漢
書
』
巻

八
八
、
西
域
傳
、

3

a
に
、

班
超
に
よ

つ
て
西
域
諸
国

が
平
定
服
属

し
た
と
き

の
こ
と
と
し

て

「於
是

遠
国

蒙
奇

・
兜
勒
、
皆

来
帰
服
。
遣

使
来
献
。
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
見
え

る
蒙

奇

・
兜
勒

は
、

モ
ン
ゴ

ル
族
と
ト

ル

コ
族

の
こ
と
と
読

め
な

い
こ
と
も
な

い

(孤

証
故
十
分

で
は
な

い
)
。

漢
代
オ

ル
フ
オ

ン
河
付

近
の
丁
零
が
隋
唐

代

の
鐵
勒

の
前
身

で
あ

る
と
見
倣

し
て
よ
け
れ
ば
、

こ
れ
を

テ

ユ
ル
ク
　

と
読

む
説
も
あ

る

(羽

田
亨

「
九
姓
回
鵤
と
　

と

の
関
係
を
論
ず
」

(『
羽

田
博

士
史

学
論
文
集
-
ー

歴
史
篇
』
、

一
九
七
五
年
、

同
朋
舎

)
。

モ

ン
ゴ

ル
族

の
起
源

は
、
通
説

で
は
唐
代

の
蒙

兀
室

章
に
遡
り
得
る

の
を
上
限

と
す

る
が
、
現
在
筆

者
は
、
ト
ル

コ
族
は
秋

(星
)
種
族

に
起
源
を
有

し
、

後
チ

ノ
ス

(
狼
)
族

の
血

を
承
け

て
成
立

し
た
も

の
、

モ
ン
ゴ

ル
族

の
起
源

は
、

ヘ
ロ
ド
ト

ス
の

『
歴
史
』

(巻
三
、

一
一
八
節
)
や

ペ

ル
シ

ア
の
古

書

に
所
謂
m
a
g
h
o
s
(東
方

の
種
族
)
と
あ
る
種
族

(前
嶋
信
次

「
ヤ
ア
ク
ー

ビ
ー
年

代
記
中

の
ト

ゥ
ル
ク
族

」
《
『
東
西
文
化
交
流

の
諸
相

』

一
九
七

一
年



所
収
》
、
p
p
.
1
,
2
4

に

「
マ
ゴ

ッ
グ
」
と
見

え
る
。
)

に
起

源
を
有

し
、

こ
れ
も
ま

た
後
に
チ

ノ

ス
族
と
混
血

し
た
種
族

で
あ

っ
た
と
考
え

て
い
る
。

こ

れ

に

つ
い
て
は
匈
奴

国
家
を
構
成

し
た
諸
種
族
も
合

わ
せ
て
別
に
論
考

を
書
く
必
要
が
あ

る
が

、

い
ず
れ
に
し

て
も
ト

ル

コ
、

モ
ン
ゴ

ル
族
が
漢
代

以

前
に
遡

っ
て
存
在

し
て
い
た

こ
と
は
、
疑
え
な

い
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

(
32
)

『
漢
書
』

巻
七
〇
、
鄭

吉
傳

に
「鄭
吉
會

稽
人
也
。
卒

伍
従
軍
敷

出
西
域
、
由
是
為
郎
。

吉
、
為
人
彊
執

、
習
外
國
事
。
自
張

寮
通
西
域
、
李
廣

利
征

伐
之
後
、
初

置
校

尉
屯

田
渠
黎
。

至
宣
帝
時
、
吉

以
侍

郎
田
渠
黎
積
穀
。

因
獲
諸
國
兵
、
攻
破
車
師

。
遷
衛
司
馬
使
護
鄙
善

以
西
南

道
。
神
爵
中
匈
奴

乖
齪
。

(
下
略

)。

」
と
あ

る
。

ま
た
同
巻
七
〇
、

甘
延
壽
傳
に

「甘
延
壽
字

君
況
、
北
地
郁
郵

人
也
。

少
以
良
家
子
善
騎
射

為
羽
林
、
投

石
抜
距
、
絶

於

等

倫
。
嘗
超
喩

羽
林
亭
櫻
。
由

是
遷
為
郎
。
試

弁
為

期
門
。
以
材
力
愛
幸
、
稽

遷
至
遼
東
太
守
。

免
官
。

車
騎
将
軍
許
嘉
薦

延
壽
、
為
郎
中

・
諌
大

夫

使

西
域
都
護
騎
都

尉
、
與
副
校

尉
陳

湯
共
謀
斬
郵
支
単
于

。
封
義
成
侯
。
莞
。

」
と
あ
る
。
ま

た
同
巻

七
〇
、
陳
湯
傳

に
「陳

湯
字

子
公
、
山
陽

綴
丘
人

也

。
少
好
書

博
達
善
属

文
。

(中
略

)。

初

元
二
年

(前

自
年
)

元
帝

詔
列
侯
、

墨
茂
材
。

〔張
〕
勃
畢

湯
。

湯
待
遷
、

父
死
、

不
舞
喪
。

司
隷
奏
湯
無

循
行
、
勃
選
挙
故

不
以
實
、
坐

削
戸
二
百
。
會
莞
。

因
賜
論

日
、
謬
侯
。

湯
下
獄
論
。
後
復

以
薦
為

郎
。

敷
求
使
外
国
。
久

之
遷
西
域
副
校
尉
。
與

甘

延
壽
倶
出
。
先
是
宣
帝
時
匈
奴

乖
齪
。

(
下
略
)
」
と
あ

る
。

(33
)

伊
勢

仙
太
郎

『
中
国

西
域

経
営
史
研
究
』

(
一
九

五
五
年
、
巌
南

堂
書
店
)
参
照
。

(34
)

伊

勢
仙
太
郎

『
中
国

西
域

経
営
史
研
究
』

(
一
九

五
五
年
、

巌
南

堂
書
店
)
。
伊

西
節
度

使
に
関
し
て
は
、
ロ
』
刈
ρ
磧
西
節
度
使

に
関
し

て
は
、
p
p
.
2
9

2
,
 
 
3
0
5
?
'
3
0
6
,
 
3
1
3
,

。

(
35
)

ペ
リ
オ

の
学
説

は
、
P
.
 
P
e
l
l
 
l
o
t
 
;
"
N
e
u
f
 
n
o
t
e
s
 
s
u
r
 
d
e
s
 
q
u
e
s
t
i
o
n
s
 
d
'
 
A
s
i
e
 
C
e
n
t
r
a
l
e
"
 
,
 
T
'
 
p
a
o
2
6
(
1
9
2
9
)
2
0
1
 
?
6
6
.
 
(
D
o
e
r
f
e
r
;
v
o
l
.
 
I
 
,
 
p
.

2
5
7

)
。

ま
た
楊
志
玖

「探
馬
赤

軍
問
題
再
探
」

(『
民
族
研
究
』

一
九
八

一
年
第

一
期
"
)
。

(
36
)

注

17
に
同
じ
。

(
37
)

『
大
唐

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』

巻

二
(
『
大
蔵
経
』
史
傳
部

所
収
)
に
見
え
る

「答
靡

(摩
)
支
」
。

「既
與

相
見
。

可
汗
歓

喜
云
。
暫

一
庭

行
二
三

日
當
還
。
師

且
向
衙
所
。
令
達
官

答
靡

支
引
送
安
置
。

至
衙
三
日
。
可
汗
方
蹄
引
法
師

入
可
汗
居
。
」
と

あ

る
。



(
38
)

『
唐

書
』
巻

一
=

五
下
、
突
厥

傳

(
「都
摩

支
」
、
『
旧
唐

書
』
巻

一
九

四
、
突
厥

下
、

「都
摩
度

」
に
作

る
)

に

「俄
に

し
て

(
而
)
莫
賀
達

干
、
都
摩

支
、
夜
蘇
禄
を
攻

め
、

こ
れ
を
殺
す
。

都
摩
支
、

又
達

干
に
背
き
、
蘇
禄

の
子
吐
火
仙
骨
畷
を
立

て
て
可
汗
と
為

し
て
砕
葉
城

に
居
る
。
黒
姓

可
汗
爾

微
特
勤

を
引
き
て
但
羅
斯
城
を
保

し
、
共
に
達
干
を
撃

つ
。
」

と
あ
る
。

(39
)

韓

儒
林

「
突
厥
官
号
研
究
」
(
一
九
四
〇
年
、
林
幹

編

『
突
廠
与

回
紘
歴
史

論
文
選
集
』
《
一
九
八
七
年
七
月
、
北
京
中
華
書
局
》
所
収
)
。
楊
志
玖

「探

馬
赤

軍
問
題
再
探
」
(
『
民
族

研
究
』

一
九
八

一
年
第

一
期
曽
)
、
買

敬
顔

「探
馬
赤
軍
考

」
(『
元
史
論
叢
』
第

二
輯
、

一
九

八
三
年

二
月
)
参
照
。

(40
)

同
巻

二

一
五
下
、
突
厥

傳

〔
『
冊
府

元
亀
』

に
関
連

記
事
あ

り
。
〕
に

「天
實

元
年
突
騎

施
部
、
更
に
黒
姓
伊

里
底
蜜
施

骨
咄
禄
砒
伽

(
T
l
t
a
m
i
s
 
q
u

t
u
l
q
 
B
i
l
g
a

)

を
以

て
可
汗
と
為

し
、

数
使
を
通

じ
て
貢
す
。
」

と
あ
る
。
前
嶋
信

次

「
タ
ラ

ス
戦
考
」

(『
史
学
』

三

一
-

一
～

四
、
三
二

ー

一
、

一

九
五
八
年

}
一
月
、

一
九

五
九

年
四
月
、
『
東

西
文

化
交
流

の
諸
相
』
)
p
p
.
1
7
9
-
1
8
0

。
内
藤

み
ど
り

『
西
突
厭

の
研
究
』

(
一
九
八
八
年

二
月
、

早
稲

田
大
学
出
版
会
)

は
、
十
姓
可

汗
と
な

っ
た

人
物

と
都
摩

支
が
同

一
人
物

で
あ

っ
た
と
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
黒
姓

の
蘇
禄

を
倒
し
た
人
物
が
、

黒
姓

の
可
汗
に
な

っ
た

と
は
思
え
な

い
と
て
躊
躇

し
て
い
る
。

同
時
期

「骨
咄
禄
砒

伽
」

の
称
号
を
有
す

る
都
摩
支
と
同
名

の
人
物

が
、

二
人
と

い
る
筈

は

な

い
か
ら
、
十
姓

可
汗

は
、

都
摩
支

で
あ

っ
た
と

見
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

(41
)

同
巻

二

一
五
下
、
突
厥

傳

に

「
(長
安
)

四
年
、

以
懐
道
為

十
姓
可
汗
兼
濠
池
都
護
。

(
中
略
)
。
神
龍
中

…
是
歳
、
烏

質
勒
死
。
其
子
喘
鹿
州
都
督

沙

葛
為
左
驕
衛
大
将

軍
、
襲

封
。
…
詔
十
姓

可
汗

阿
史

那
懐
道

持
節
冊
命
、
賜
宮

人
四
。

」
と
あ
る
。

(
42
)

桑
原
隣

蔵

「支
那

人
を
指

す
タ
ウ
ガ

ス
又
は
タ

ム
ガ
ジ

と

い
う
稻
呼

に
就

い
て
」
(
『
史
林

』
第
七
巻
、
第

四
號

、

一
九

二
二
年
、

『
桑
原
隅
蔵
全
集

』

第
二
巻
所
収
)
。

(
43
)

筆
者

の
眼

に

つ
い
た
十
三
世
紀

の
例
を
挙
げ
る
。
"
S
i
r
a
t
 
a
l
-
s
u
l
t
a
n
 
j
a
l
a
l
 
a
l
-
d
i
n
 
M
a
n
k
u
b
i
r
n
i
"
,
f
r
o
m
 
A
b
r
a
h
a
m
 
C
o
n
s
t
-
a
n
t
i
n
 
M
o
u
r
a
d
g
e

a
 
d
'
O
h
s
s
o
n
,
"
H
i
s
t
o
i
r
e
 
d
e
s
 
M
o
n
g
o
l
s
,
d
e
p
u
i
s
 
T
e
h
i
n
g
u
i
z
-
K
h
a
n
 
j
u
s
q
u
'
a
 
T
i
m
o
u
r
 
b
e
y
 
o
u
 
T
a
m
e
r
l
a
n
,
"
L
a
 
H
a
y
e
 
e
t
 
A
m
s
t
e
r
d
a
m
,
1
8
3
4

1
8
3
5

。
伊

(佐

口
透

訳
、

ド

ー

ソ

ン

『
モ

ン
ゴ

ル
帝

国

史

』

《
一
九

七

三

年

、

平

凡

社

》
,
)
第

一
冊

、

第

4

章

、

P
1
7
5)
に

「
ス

ル

タ

ー

ン
は

、

夜

に

な

っ

て

〔チ

ン

ギ

ス

・カ

ン

の

〕

使

節

の

一
人

の

マ
フ

ム

ー

ド

を

招

き

、

か

れ

が

ホ

ラ

ズ

ム

人

で

あ

る

こ
と

を

知

っ
て
、

こ

の
者

に

汝

の
忠

誠

を

た

の

む

こ

と

が

で
き

る

と

信

じ

て

い
る

と

告

げ

た

。

即

ち

、

真

実

を

話

し

、

チ

ン
ギ

ス
・
カ

ン

の
行

動

の
将

来

に

つ

い
て

教

え

て

く

れ

る

気

な

ら

、

恩

賞

を

与

え



る
と
保
証
し
、
次

い
で
、
自
分

の
腕
環

か
ら

一
粒

の
宝

石
を

も
ぎ

取

っ
て
、
誠
実

に
約
束
を
守
る
と

い
う

証
拠
と
し

て
、
彼

に
与
え

た
。

ス
ル
タ
ー

ン

は
、
チ
ン
ギ

ス
・
カ

ン
が
タ
ム
ガ
ー
チ

ュ

〔
の
都
市

]
を
征
服
し
た
と

い
う

の
は
真

実
か
ど
う

か
を
、
彼

に
問
う
た
。

マ
フ
ム
ー

ド
答

え
て

い
わ
く
、
『
こ

れ

は
偽

る
こ
と

の
で
き
な

い
事
件

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
』
と
。
」
と
あ

る
。

(
44
)

「轍
欲

谷
碑
文
」
に
見
え

る
t
a
b
g
h
a
e
i

、

(小
野
川

『
突

厭
碑
文
訳
注
』
①
同
上
(
(
T
I
W
.
 
1
)
)
 
p
.
 
6
9
,

②
同
左
(
K
T
 
I
 
E
.
 
2
0
)
)
 
p
.
 
7
2
'

に
次

の
よ
う
に
見
え

る
。

①
t
u
r
k
 
b
u
d
u
n
 
 
t
a
b
 
 
y
a
t
g
a
 
k
b
r
u
r
 
a
r
t
i
.

突
厥

の

民

唐

に

服

し

い
た

り
。

②
i
t
a
b
 
y
 
a
t
 
I
 
q
a
 
y
 
a
n
 
y
a
y
i
 
m
i
z
 
a
r
t
 
i
.
 
o
n
 
o
q
 
q
a
 
y
 
a
n
i
 
y
a
y
i
 
m
t
z
 
a
r
t
 
i
.

唐

可
汗
は

我
等
が
敵

な

り
き
。

十

箭

可
汗
は

我
等
が
敵

な

り
き
。

(
45
)

榎

一
雄

「プ
ト

レ

マ
イ
オ

ス
に
見
え

る
イ
セ
ド
ネ

ー

ス
民
族
に

つ
い
て
」

(『
山
本
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』

一
九
七

二
年
)

(
46
)

ペ
リ
オ

の
学
説

は
、
P
.
 
P
e
l
 
l
 
i
o
t
;
"
N
e
u
f
 
n
o
t
e
s
 
s
u
r
 
d
e
s
 
q
u
e
s
t
i
o
n
s
 
d
'
 
A
s
i
e
 
C
e
n
t
r
a
l
e
"
 
,
 
T
'
 
p
a
o
2
6
(
1
9
2
9
)
2
0
1
-
6
6
.
 
(
D
o
e
r
-
f
e
r
;
v
o
l
.
 
I
 
,
 
p
.

2
5
7

)
。
メ

ン
ゲ

ス
の
学

説
に

つ
い
て
も
、
デ

ル
フ

ァ
ー

に
見
え
る
。

(
47
)

韓
儒
林

「
突
厥
官

号
研
究
」
(
↓
九

四
〇
年

、
林
幹
編

『
突
厥
与
回
紘
歴
史
論
文

選
集
』
《
一
九

八
七
年

七
月
、
北
京
中
華
書

局
》
所
収
)
。
楊
志
玖

「探

馬
赤
軍
問
題

再
探
」
(
『
民
族

研
究
』

一
九

八

一
年
第

一
期
乙
、
同

「探

馬
赤
軍
問
題
三
探
」

(
『
南

開
学
報
』

一
九

八
二
年
第
二
期
)
,
同

「遼
金
的

捷
馬

与
元
代
的
探

馬
赤
」

(
以
上

『
元
史

三
論
』

一
九

八
二
年

一
一
月
、
所
収
)
、

賞
敬
顔

「探

馬
赤
軍
考
」
(
『
元
史
論
叢
』

第

二
輯
、

一
九
八
三
年

二
月
)

楊
志
玖

は
、

当
初
探
馬
赤
を

斥
候

の
義

の
漢

語
で
あ
る

「探
馬
」

に
由

来
す
る
語

で
あ

る
と
考

え
て

い
た
が
、
後

に
契

丹

の

「健
馬
猿
沙
里
」

に
着

目
し
て
掌
印
者

(
t
a
m
y
a
c
i

)
説
に
傾

い
た
。
た
だ
定
論

と
す

る
に
は
至

っ
て
い
な

い
。

(
48
)

郎
君
に

つ
い
て
は
、
『
遼
史

』
巻

一
〇
〇
、

3
b
、
耶
律
章

奴
傳
に

「耶
律
章
奴
、
字

特
末
術
。
季
父
房
之
。
後

父
査
刺

養
高
不
仕
。
章
奴
、
明
敏
、

善

談
論
。
大
安
中

(
一
〇
八

五
～

一
〇
九
四
)
、
補
牌

印
郎

君
。
乾
統

元
年
、

累
遷
右
中
丞
兼
領
牌
印
宿

直
事
。
天
慶
四
年
、
授
東

北
路
統
軍
副
使
。
」

と
あ
り
、
ま
た

同
巻

一
〇

一
、

4
b
、
薫
陶
蘇
斡
傳

に

「薫

陶
蘇
斡
、
字

乙
辛

隠
、
突
呂
不

人
。

(中
略
)
。
時
陶
蘇
斡
、
錐
幼

已
如
成
人
。
補
筆

硯
小



底
。
累
遷
砥
候
郎
君
。
轄
椹
密

院
侍
郎
。
」
と
あ

る
。

(
49
)

日
野
開
三
郎

「渤
海
遺

民
と
女
真

」

(『
日
野
開

三
郎
東

洋
史

論
集
』
第
十
六
巻
所
収
)
。

(50
)

先
掲

楊
志
玖

「遼
金
的
健
馬
与

元
代
的

探
馬
赤
」

(
『
元
史

三
論
』

↓
九
八

二
年

一
一
月
、
所

収
ｐ
6
0

(51
)
S
.
 
G
.
 
C
l
a
u
s
o
n
,
 
"
A
n
 
E
t
y
m
o
l
o
g
i
c
a
l
 
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 
o
f
 
P
r
e
-
T
h
i
r
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
 
T
u
r
k
i
s
h
,
 
"
1
9
7
2
.
 
O
x
f
o
r
d
.
 
p
.
 
 
2
7
1
.

(
52
)
D
o
e
r
f
e
r
;
v
o
l
.
 
1
1
,
p
.
 
5
6
5

(53
)

『
元
史
』
巻

=
二
一二
、

脱
力
世
官
傳

に
、

「脱
力
世
官

畏
吾
児
人
也
。
祖

八
思
忽
都
探
花
愛
忽

赤

(富
ヨ
く
①
四
覧

《
9

)
、
國
初

領
畏
吾
児

・
阿
刺

温

・

滅

乞
里

・
八
思

四
部
、
以
兵
従
攻

四
川
。
残
干
軍
。

父
帖

寄
乖
探
花
愛
忽
赤
、

憲
宗
命
長
渇
密

里
及
曲
先
諸
宗
藩
之
地
。

渾
都
海

・
阿
藍
苔
児
叛
。

執

帖

寄
市
械
繋

之
。
帖

寄
ボ

破
械
脱
走

入
観
。
」
と

あ
る
。
阿
刺

温
以
下

の
地
名

に

つ
い
て
は
未
詳
。
曲
先

は
、
ク
チ

ャ
と
も
古
城

(ビ

シ

ュ
バ

リ
ク
)
と

も
読
め
る
。

(54
)

元
虞
集

『
道
園
類
稟
』
巻

三
九
、
高
昌
世
勲
碑
磨
制

に
、
次

の
よ
う

に
あ

る
。

我
太
祖

皇
帝
龍

飛
於
朔
漠
。

當
是
時

巴
而
ボ
阿
児
拭

的
斤
亦
都
護

在
位
。
亦

都
護

(
i
d
i
q
-
q
u
t

)
者
、
其

国
王
號
也
。

知
天
命
之
有

蹄
、
畢
国

入
朝

。

太
祖
嘉
之
、

妻
以
公
主
。

日
也
立
安
敦

。
待

以
子
道

、
列
諸
第

五
。

與
者

必
那
顔

(
J
e
b
e
-
n
o
y
a
n

)

征
牢
勉
力

・鎖

潭
回
回
等
諸

国
。

将
部
曲
萬

人
、

以
先
啓
行
。
紀

律
厳
明
、
所
向

克
捷
。

又
従
太
祖

征
侮
沙
卜
里
、
征

河
西
。
皆
有
大
功
。
莞
。

次
子
玉
古
倫
的
斤
嗣
、
為

亦
都
護
。

玉
古
倫
的

斤
莞

、

子
馬
木
刺
的

斤
嗣
、
為
亦

都
護
。

将
探
馬
赤

軍
萬

人

(
『
元
史

』
巻

一
二
二
、

巴
而
市

阿
児
拭
的
斤
傳

、

「探
馬

軍
」
に
作

る
)
。

従
憲
宗
皇
帝

伐
宋

合
州
釣
魚
山
、
自
功
。
還

軍
火
州
、
嘉

。
至
元
三
年
、
世
祖
皇
帝
命
其

子
火
赤

恰
児
的
斤
、
嗣
為
亦
都
護
。

(中
略
)
。
其

後
入
朝
。
上
嘉

其
功
、
錫

(賜
)

以
重
賞
。

(
中
略
)
。

又
錫
寳

砂
以
賑
其

民
。

還
鎮
高
昌
、
屯
於
南
恰
密

力
之
地
。
兵
力
尚
寡
。

北
方
軍
埣
至
。
大
戦
力
壼

、
遂
死
之
。

子
紐
林
的

斤
方

幼
、
詣
閾
請

兵
、
北
征
以
復

父
讐
。

上
壮
其
志
、

賜
金
幣
釦
萬
。

(中
略

)
。
有
旨
師
出
河

西
、

侯
與
北
征
大
軍
齊
獲
。
遂

留
永
昌
焉
。
會
吐
蕃
脱

思
麻

作
齪
。
詔

以
榮
禄
大
夫
平
章
政

事
、
領
本
部
探

馬
赤

軍
萬
人
、
鎮

吐
蕃
宣
慰
司
。

(中
略
)
。

武
宗
皇
帝
召
還
、
嗣
為
亦

都
護
、
賜
之
金
印
。

復
署
其
部

押
西
護
司
之
官
。
仁
宗
皇
帝
始
稽
故
實
、
封
為
高
昌

王
。
別
以
金
印
賜
之
。
設
王
傅

之
官
。
其

王
印
行

諸
内
郡
、
亦
都
護

之
印

、
則
行
諸
畏
吾
児

之
境
。

(中
略
)
。
領
兵
高

昌
、
復
立
畏

吾
児
城
池
。

延
祐
五
年
十

}
月

二
十

}
日
亮

。

子
二
人
。
長

日
、
帖

睦
児
補
化
。

次

日
、
鐘
吉
。

皆
八
卜

叉
公
主
出



也
。

帖
睦
児
補
化

…
…
至
大
中
従
父
入
備
宿
衛

。

又
事
皇
太
后
於
東

朝
、
拝
中
奉
大
夫
大
都

護
。
陞
資
善
大
夫
。

又
以
資
善
出
為
輩
昌
等
庭

都
元
帥
達

魯
花
赤
。

…
…
嗣
亦
都

護
高

昌
王
。

(
55
)

安
部
健
夫

『
西
ウ
イ
グ

ル
國
史

の
研
究
』
P
1
1
5～
1
3
0。

(
56
)

山

田
信
夫

『
ウ

イ
グ

ル
契

約
文
書
集
成
』

同
書

二
巻

、
P
1
4
6
,
[
M
i
0
1
,
(
3
k
r
.
3
5
,
U
S
p
.
1
1
5
)
0
p
.
1
9
-
2
0
,


